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≪公開シンポジウム 2024-2 報告（月例サロン通算 337 回）≫ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

部活動で学んだことを語ろう！ 

－筑波大学附属高校蹴球部の近現代を中心に－ 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

名 称 ： サロン 2002 公開シンポジウム 2024-2 

「部活動で学んだことを語ろう！－筑波大学附属高校蹴球部の近現代を中心に」 

主 催 ： 特定非営利活動法人サロン 2002 

後 援 ： 日本部活動学会、桐窓サッカー俱楽部 

協 力 ： 日本サッカー史研究会 

日 時 ： 2024（令和 6）年 11 月 23 日（土祝） 14：30～17：00（14：00 受付開始） 

注）17：00～19：00 同会場で懇親会  ※会費 2,000 円は当日徴収します 

会 場 ： 筑波大学附属高等学校「桐陰会館」    ※オンラインでも参加できます 

登壇者 ： 髙橋 正紀 岐阜協立大学経営学部（スポーツ哲学） 

朝倉 雅史 筑波大学人間系（スポーツ経営学） 

※中塚 義実 筑波大学附属高校／NPO サロン 2002 理事長（スポーツ社会学・教育学） 

※コーディネーター兼 

参 加 費 ： 1,000 円（サロン 2002 ファミリーと学生は無料です） 

参加申込 ： イベント運営管理サイト「Peatix」よりお申し込みください。 

https://peatix.com/sales/event/4139494/tickets 

参考資料 ： NPO 法人サロン 2002 2024 年 5 月公開サロン報告書 

大戦前の日本サッカーと二つのルーツ校－東京高師と東京高師附属中 

https://www.salon2002.net/src/pdf/monthly_report/2024/2024-5.pdf 

 

公開シンポジウム 2024-2 参加者 計 28 名（敬称略） 

◎はNPOサロン2002会員、〇は会員外のサロンファミリー、無印はファミリー外（11/23時点） 

■対面参加（計 25 名）  ※うち懇親会参加は 22 名 

・登壇者 3 名… 〇朝倉雅史、髙橋正紀、◎中塚義実 

・筑波大学附属高校蹴球部卒業生 14 名（氏名の前の数字は卒業回）… 78 菅原博、80 留岡伸一、103

池田知之、103 嶋田淳、103 木田圭亮、103 横山浩太郎、103 寄田浩平、◎104 関秀忠、〇106 大河原

誠二、106 西片淳、111 大澤潤一郎、〇111 小野塚隼平、◎116 柳井隆志、〇121 遠山諒 

・同 在校生 2 名（いずれもフットサル部）… 中川結理（高 1）、志村大輔（高 2） 

・上記以外 6 名… 〇安藤 裕一、小池正通、◎小池靖、◎嶋崎雅規、〇丸山実花、〇皆川宥子 

■オンライン参加（3 名） 

◎高原渉（宝塚.F.C.）、浦井智治（NPO法人吉川みらいのブカツ）、神谷拓（関西大学／日本部活動

学会会長） 

https://peatix.com/sales/event/4139494/tickets
https://www.salon2002.net/src/pdf/monthly_report/2024/2024-5.pdf
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参考1）Peatixの事前申込は28名。うち欠席が、対面3名、オンライン1名の計4名。 

登壇者2名と高校生2名を加えた参加者は上記のとおり。 

参考2）事前申込28名のうち、サロン2002ファミリーは14名、ファミリー外は14名。 

   参加費収入は1,000円×14名＝14,000円 

 

 

＜開催趣旨＞ 

待ったなしの部活動改革が進んでいます。教育課程外であるにもかかわらず、日本の学校教育の中

で大きな位置を占めてきた部活動は、以前のままでは存在し得なくなっています。 

2017 年 12 月に発足した日本部活動学会の設立趣意書には、部活動をめぐる諸課題として「児童生徒

の負担の問題（家庭での時間や自由時間が少ない等）、顧問教員の過重負担、教員の全員顧問制と児

童生徒の強制加入、過酷な練習や体罰、外部指導員との連携や質的向上、部活動指導員（職員）の確

保、保護者の理解と協力、大会や練習時の送迎の問題、選手育成か教育かという目的に関わる問題な

ど、多様な問題や課題」が指摘されています。まずは中学校から部活動の地域展開が進行しています

が、高校や大学にも影響は及んでいます。 

担い手が地域であろうと学校であろうと、青少年が好きなことに取り組み、仲間とともに過ごす場

は必要です。部活動には「居場所としての意義」があり、試合の勝敗とは別の「何かが育まれてき

た」ものと考えます。 

本シンポジウムでは、卒業生が語る「部活動で学んだこと」を通して、長い目で見た部活動の意義

や改善点を明らかにすることを試みます。主な舞台は筑波大学附属高等学校蹴球部（旧東京高等師範

学校附属中学蹴球部）で、今年 2 月に創部 100 年を迎えた歴史と伝統を持つクラブです。J リーグ発足

前後から日本サッカーのメジャー化が進む中、同部は、サッカーとフットサル、男子と女子、現役と

卒業生が連携するクラブとなり、多様な活動を展開しながらさまざまな分野に人材を輩出してきまし

た。卒業生のコメントと学術的な考察を交えながら、部活動の可能性と課題を明らかにしていきたい

と考えます。 

シンポジウム終了後は、同会場にて懇親会を企画しています。部活動のいまとこれからを、多くの

方々とざっくばらんに語り合えることを願います。（中塚義実） 
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シンポジウムの 要 

【テーマ  の意図】 
１）   の意義 、卒業生の視点  考察したい 

卒業生と話 す と必ず「高校のサッカー で学んだこと 、いつも自分の根 こ あ ／社    役 

  た」という話   （ネガテ   印象 持つ者と うことは少 いのだろう …）。 

     は、「結果」だ で く「過程」そのもの（日々の  、他の   とのバ ン 、仲間や指 者との

交流、一つひとつの小さ エピソー …） 大切 「学び」 あ 。そのときは気   く も、卒業後 年た

  も残  い 「本質」の形成 貢献し い と思う。 

教育の成果 つい 、短期  評価 求  れ 傾向 あ 。し し「本質」 つい の成果 み  は時間

    し、卒業後 年もた  はじ  気 くこともあ 。 

それ  卒業生   き し、   の意義 、 い目でみ 考察し、共有したい。 

 

２）1987 2024の38年間の   の 跡 残し おきたい（大戦前 つい は報告済） 
中 の“ 点観測”は、学校の   、 ポーツ指 の 場の記録とし 貴重であ （と思う）。 

・サッカー  、 域 根差した ロ （   育成） 打ち し、メジャー ポーツ 成 した時期であ 。それ

 よ  学校 場はどう   い たの 。 

・ ロリー   と高校サッカーの将来  据え、先駆  取り組んだことは、  もた し、い どのよう  

  い の （リー 戦の 入／ ーム      ／卒業生との連携 ど）。 

・青少年 取り巻く社 環境や自然環境の   、ヒトとし の成  及ぼす影響 危惧す 。     の

   も通じ ものであ 。一石 投じたい。 

 

 

シンポジウムの 行 

１） ー  ン  14：30 14：40 

 

２） 1             と  －   で  学  （  ） 14：40 15：20 

 ①髙橋正紀… 

 ②朝倉雅史… 

 

３） 2   附高   の     15：20 16：30 注）【 】はコメントしてほしい方（案） 

 ①中塚着任からDUOリーグ創設まで（1987～95） 

96～104回 中塚は現役選手。体を張ってひたすらやっていた【103寄田浩平】  

 ②チームからクラブへ－手探りの挑戦（1996～2008） 

   105～107回 DUOリーグ発足。大会の位置づけ等でさまざまな議論【106大河原誠二】 

   108～110回 フットサルの浸透。「引退なし」をめぐって。合宿地変更等 

   111～113回 女子部創設。3部門確立。2002年FIFAワールドカップ【111小野塚隼平】 

   114～117回 クラブとして充実。117回サッカー部は「サル」から進化【116柳井高志】 

 ③校内的な承認以降－安定と停滞（2009～24） 

   118～123回 人数多いがコミュニケーション不足。諸課題噴出【121遠山諒】 

   124～128回 諸課題山積～「ゼロからのリスタート」。生徒主導の限界 

   129回以降 コロナ禍による断絶。顧問の代替わり 

   高校2年生（134回見込） 校内フットサル大会をめぐって【高校2年生のクラブ長】 

 

４）   カッシ ン 16：30 17：00 
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登壇者 ロフ ール 

【演 者】 

◆髙橋 正紀（岐阜協立大学経営学部、スポーツ哲学） 

1963年神奈川県出身。神奈川県立厚木高校から筑波大学、同大学大学院（スポーツ哲学）を経て、1987

年から岐阜経済大学（現岐阜協立大）専任教員。1987年～2017年同大学サッカー部監督/JFA A級コー

チ（2012年総理大臣杯東海代表。サッカーで生計を立てる主な OB：J1新潟・谷口海斗、REGATEドリ

ブル塾・奥平卓也、比嘉翔也） 

1996～97年にケルンスポーツ大へ留学。現地リーグでの Goodloser体験をきっかけに“スポーツパー

ソンのこころ”の探求を開始し、2007年以降体育授業とサッカー部指導で活用すると共に全国各地への

伝達を始める。2012 年に講義の効果を「『スポーツマンのこころ』の講義理解後のスポーツ実践が生き

がい感と自尊感情へ与える影響」で医学博士論文（岐阜大学）で実証。伝達実績は 2024 年 10 月末で

1,012回 72,400人が受講。現在も講演活動を継続すると共に、2024年 4月からは人材育成支援を目的と

した「ひとつ株式会社」を設立し、さらなる伝達普及活動に邁進中。（一般社）日本スポーツマンシップ

協会副会長・NPO法人バルシューレジャパン理事。 

 

◆朝倉 雅史（筑波大学人間系、スポーツ経営学） 

1984 年、東京都出身、実家は文京区小石川（附属高は徒歩圏内）。筑波大学大学院人間総合科学研究

科体育科学専攻単位取得退学、早稲田大学グローバルエデュケーションセンターを経て、現在、筑波大

学人間系教育学域助教、博士（体育科学）。小学校～大学までバスケットボールに精を出すが、その後、

体育学・教育学の研究へ。その際、2008～09年にかけて附属高に通い詰めて調査。 

『ホワイト部活動のすすめ－部活動改革で学校を変える』教育開発研究所、「子供と地域を育てる地

域スポーツクラブ活動のあり方」（友添編『運動部活動から地域スポーツクラブ活動へ―新しいブカツ

のビジョンとミッション』大修館書店）、「『地域移行』による格差に備える自治体・学校の検討点」『教

職研修 2022年 8月号』、「運動活動の地域移行をめぐる課題とスポーツ推進委員」『みんなのスポーツ 478

号』、「多様化する運動部活動と地域との関係性」『みんなのスポーツ 438 号』等で部活動改革について

論稿執筆。スポーツ庁「地域クラブ活動への移行に向けた実証事業における調査・分析チーム」のコア

メンバー。 

 

【コーディネーター】 

◆中塚 義実（NPO法人サロン 2002理事長／筑波大学附属高校教諭、スポーツ社会学・教育学） 

大阪府茨木市立南中学校、大阪府立三島高校、筑波大学でそれぞれサッカー部・蹴球部で熱く活動。 

大学院時代は茨城県立竹園高校サッカー部の外部コーチ、地域クラブの筑波学園バルバロスを主宰し

ながら、筑波大学蹴球部 OBで構成されるジョイフル本田サッカー部でプレーする。 

1987年より現職。保健体育科教諭・蹴球部顧問として、還暦を過ぎて再雇用者となったいまも定点観

測続行中。卒業生は様々な分野で活躍。卒業生との交流を人生最大の喜びと位置付ける。 

1995年度より東京都サッカー協会フットサル委員（ユース部会長）。1996年度に東京都内でユースサ

ッカーリーグ（DUOリーグ）を創設。1997年度よりサロン 2002の活動開始。2014年度に NPO法人化。 

著書に『少年のためのサッカー入門』（長岡書店）、『日本のスポーツ界は暴力を克服できるか』（かも

がわ書店）、『運動部活動の理論と実践』（大修館書店）など。 

日本部活動学会理事。日本ヤタガラス協会副会長。 
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オープニング 

中塚：皆さんこんにちは。NPO 法人サロン 2002 理事長の中塚義実です。「部活動で学んだことを語ろ

う」というシンポジウムを、「筑波大附属高校蹴球部の近現代を中心に」というサブテーマで取り上

げます。筑波大学附属高校の教員をこの 3 月で 38 年間、勤めあげることになります。そのタイミング

で、このシンポジウムを企画しました。いまから 2 時間半、密度の濃い時間を過ごしたいと思いま

す。 

本シンポジウムは、日本部活動学会の後援をいただいています。神谷拓会長がオンラインで参加さ

れます。同じくご後援いただいた桐窓サッカー倶楽部－筑波大学附属高校蹴球部の OB 組織からは、菅

原会長はじめ、多くの卒業生が会場にお越しくださいました。オンラインにも数名いらっしゃいま

す。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

登壇者のお二人をご紹介します。お手元の資料の 4 ページにプロフィールがあります。 

まずは髙橋正紀さん。岐阜協立大学経営学部の先生で、学生時代は筑波大学蹴球で私の一つ下の後

輩で、特に大学院のころはしょっちゅう一緒につるんでいた仲間です。 

 

高橋：岐阜協立大学の髙橋と申します。中塚さんとは学生時代、先輩なんですけど同級生のような、

そういう深いお付き合いをさせていただきました。この学校にも何度も来させていただいて、今回も

お声かけいただきました。今日は私の専門としているところに関して少し情報提供させていただきま

す。よろしくお願いします。 

 

中塚：もうおひと方。いまの所属は筑波大学人間系スポーツ経営学の朝倉雅史さんです。朝倉さんも

この学校と深い関わりがありまして、ちょうど 119 回生が高校 1 年生のころ、半年にわたって私にず

っとくっついて、教師は何をやっているのか、教師の「信念」についての研究をされました。 

 

朝倉：筑波大学の朝倉です。先ほど中塚先生からご紹介いただいた通り、2008 年、半年ぐらい筑波大

学附属高校に通い詰めて、中塚先生を研究するというユニークな研究をさせていただきました。いま

思うと、中塚先生のお部屋に伺ったときの本の多さと、積み重なった書類の山にびっくりした思い出

があります。今日はその恩返しのつもりでお話をさせていただこうと思っております。どうぞよろし

くお願いします。 

 

中塚：本日の進行を確認しておきたいと思います。まず第 1 部として、部活動改革を巡る現状と課

題、部活動で何を学ぶかの「概論」ということで、髙橋さん、朝倉さんの順でそれぞれ 20 分ぐらいず

つ、部活動の置かれている現状だったり、可能性と課題だったりを挙げていただき、後半の議論に繋

げるベースとなるような論点を示していただきたいと考えます。それに続いて第 2 部では、筑波大学

附属高校蹴球部の近現代史を、私の方で用意したスライドを用いて振り返ります。1987 年度、附属高

校の卒業回数で言うと 96 回生が 3 年生のころから、つい先日行われた新人戦のあたりまで、私が顧問

を務めた 38 年間の振り返りです。 

第 2 部では卒業生の皆さんからコメントをいただきながら進めます。いや、卒業生だけじゃないで

すね。今日は高校 1 年生と 2 年生も来ていますので、彼らからのコメントもちょうだいします。 

ではさっそく第 1 部です。髙橋さん、よろしいですか。 
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第 1 部 部活動をめぐる現状と課題 

１．髙橋正紀 

改めまして皆さんこんにちは。私の方からは「部活動を俯瞰する」というタイトルでお話しさせて

いただきます。専門はスポーツ哲学です。現場でも大学サッカー部の監督をずっとやってきました

し、体育教師が自分のアイデンティティです。ほとんどの人が、部活がどういう位置にあるのか理解

されていないのが現状です。そのあたりを、私が専門とする「スポーツパーソンのこころ」と「グッ

ドルーザー精神」を中心にご説明していきたいと思います。 

 

１）グッドルーザー体験から「スポーツパーソンのこころ」まで 

グッドルーザー体験についてお話したいと思いま

す。私は 1 年間、ドイツのケルンスポーツ大学に留

学していました。勉強をいっぱいしましたが、現地

でアマチュアチームに入って 1 年間プレーをしてき

ました。そのときの衝撃的な体験です。 

ディフェンダーとして相手のエースをマークし

て、1 試合マークしきって 1 点も取らさずに私のチ

ームが勝ちました。試合が終わって挨拶して帰ろう

としたら、私がマークしていた相手が私の方に寄っ

てきて、ちょっと恐怖を感じて何をされるのかと思

っていたら握手を求められて、「今日の君の守備は

素晴らしかった」とほめられたんです。 

相手はサッカー大国で、日本はワールドカップに

も出ていないころです。一流ってこういうことだな

と思うと同時に、こういうスポーツのあり方こそ重

要なんだろうなと思ったんです。グッドルーザーに

なれるということが。しかし日本ではグッドルーザ

ーという言葉は知られていません。 

これまで北海道から沖縄まで千回以上、全国で講

義をしてきました。合計して 7 万数千人です。けど

焼け石に水ですよね。日本にグッドルーザーの概念

が存在していないから。だから阿部詩さんも試合が

終わった後に負けて号泣してしまいました。 

でも知ったら変わります。受講生の中で最年少は

小学校 2 年生です。講義を聞いた翌日に、試合に負

けた後に 1 人だけ相手ベンチに行って「ありがと

う」って言って握手を求めたそうです。 

 かっこいいですよね。いさぎよい。でも日本では

知識すらないからできっこない。これを何とか伝え

たいなと思って帰ってきたわけです。 

どういうふうに捉えたかというと、自らが望まな

い出来事に対する態度ですよね。予期しない出来事
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が起きたときにどういった態度を取れるのか。これはかつての武士道精神だということにを、ずっと

探求を進めていく中でたどり着きました。これを復活させたい。こういうのをベースとするスポーツ

であれば、かなり役立つぞということですね。 

そして「スポーツパーソンのこころ」という解にたどり着きました。 

今日皆さんにお話するのは、部活の位置を客観化する、自分の位置を客観化するということです。

それができないと話がごちゃごちゃになってしまいます。そこからグッドルーザー精神に繋がり、

「自分を大切にすればいい」という、最も大切なことにつながるわけです。 

成長マインドセットのスライドに示した三つが「スポーツパーソンのこころ」の中身ですが、今日

はその中身に触れる時間はあまりありません。「日常と非日常」について整理しながら部活動を俯瞰

して、大枠のところを確認しておきたいと思います。 

 

２）たかがスポーツ－世界の常識 

最初に世界の常識ということで、ユルゲン・クロップがインタビューで言っていたことをご紹介し

ます。（英語のインタビュー） 

“It’s only Football.” 

たかがフットボール、たかがスポーツ、それ以外の何物でもないということを言っています。 

私は J リーグの仕事にも携わっていますが、日本の J リーグの監督で「たかがスポーツ、たかがサッ

カーですから」と言える人がいるでしょうか。 

私に言わせると「俯瞰できていない」ということです。 

かつてそういう論調はあったのですが、「たかがスポーツ」に「されどスポーツ」までつけちゃっ

て、やっぱり「されどスポーツでしょう」みたいな理解となっています。 

この位置づけが明確でないと、いろいろややこしいことが起きてくるわけです。 

プロスポーツ選手はすごく価値が高いことをやっているし重要だけれど、エッセンシャルワークで

はありません。コロナの頃を思い出してください。優先順位をつければ、エッセンシャルなものでな

いことは明らかなわけで、世界ではそれが常識になっています。 

これを理解するために「日常と非日常」の俯瞰図を作ってみました。少し説明したいと思います。 

 

３）日常と非日常 

外枠が世の中全体だというイメージです。そして

日常の中でまず中核になるのが家族ということで

す。家族なくして人間なしと私は思っています。養

護児童施設でも疑似家族を作って育てるわけですか

ら、家族は中核ですよ。家族の価値を取り戻したい

と思ってるぐらいです。単純に考えて、世の中の日

常における中核は家族です。 

その家族の中で、大人たちの日常は何かという

と、家事とか仕事を日々繰り返しているということ

です。それが家族の中の日常です。子どもたちはま

だ社会に出ていませんので、学校や友達、学校へ行

って勉強するということを日々繰り返しているわけです。これが日常という位置づけになります。 

この日常の中に非日常という時空間を作って、そこでスポーツをしているということです。ここの

点線は、スポーツの場合ルールだと考えてもらうと理解がしやすいと思います。もちろんスポーツだ

けでない趣味や特技、いろいろなものが同じ非日常の空間に入っているということです。 
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ただ、「日常の中に非日常がある」というところが大きなポイントで、日常が壊れると非日常は味

わえなくなります。たとえば個人的に大怪我をする、ものすごく貧乏な状態である。そういう状態だ

と非日常を味わえなくなります。あるいは社会が壊滅的な状況である。たとえば戦争が起きている。

こういうことだと非日常を味わえないですよね。だから「日常あっての非日常だ」ということが、こ

のような説明を受けないとなかなか理解できないんですね。 

非日常だけになっちゃってる「スポーツだけ高校生」や、うちの大学もスポーツ推薦組が多いんで

すけど、そこが全てだと思っている。でも「日常あっての非日常だ」ということなんです。 

もう少し説明を加えていくと、「日常ってマストだよね」ということです。しなければいけない。 

一方、非日常はしなくてもいいことなんです。しなくてもいいことで、けど皆さんも部活やってた

ときに、私もそうでしたけど、夢中で大好きで生きがいにもなり得るような領域ですよね。でもすご

く冷静にみると、しなくてもいいことです。だから実際にやってない人もいるわけです。 

日常はどういうことが求められるかというと、当たり前のことを当たり前に繰り返すところであ

り、結果を出せないと単純に困るんです。仕事で結果を出さないといけませんし、クビになったりす

るというようなことです。私は中小企業経営などを中心にだいぶ長く経営学の勉強もしていますが、

「日常は結果だよね」「仕事で結果出さないとね」という話になってきます。子どもたちも、テスト

で 0 点ばっかり取ってると「ちょっとやばいよね」ということです。 

それに比べて非日常はどうかというと、「好きなことに取り組めるありがたいところ」です。日常

あっての非日常ですから、日常がちゃんと機能して、なおかつお金に余裕があって時間に余裕があっ

て体力に余裕があると、スポーツだとか好きなことができるんです。ありがたいよねっていうことで

す。「ありがたい」と思ってスポーツができるか、「渋々やらされてる」というのでは全然違う状態

です。趣味の領域でも特技の領域でも全く一緒です。結果を出せないと当然悔しいんですけど困らな

い。ものすごく悔しいけど、結果が出ないからといって困るような状況にはならない。 

できることを増やした方がもっと楽しめるから、どんどん練習して少しでもうまくなろうとしま

す。そしてその中でピカピカになって、ものすごい力を発揮していろんな人から認められ、プロから

誘いが来ると、日常のプロスポーツ産業に行きます。非日常から日常に行っちゃうんです。こうなる

と、結果を出さないとクビになる世界ですね。囲碁・将棋の世界も一緒ですよね。歌の世界、芸能界

も同じです。日常を出てしまっているから結果を出せなかったらクビになるんです。 

私は J リーガーにも講義をしますが、ここのところでハッとするわけです、彼らは。俺たち非日常で

ちやほやされて、すごいみんなに褒められてきたけれど、プロになったということは結果出さないと

ダメな世界に来ているんだなということを理解して、考え方が相当変わってきます。練習への取り組

みも。何か二番目のものを探し出す選手がすごくたくさんいます。だから、一般論ですけど、できる

ことを増やした方がいいよねってことですよね。できることを増やした方がいいんじゃないか、とい

うことです。事実ですよ。説教でも何でもありません。いろんな高校でスポーツやってない生徒者に

も講義するんですけど、たいてい気がつきますよ。 

こういうふうな理解ができてないと、やっぱり部活やってるときにありがたいとも思えない。結果

出せないと悔しいんだけど、困ることじゃない。すがすがしく、変なストレスを抱えずに、悔しさは

かみしめるけど、やれるようになるということですね。これを知ってるだけでだいぶ違うんじゃない

かということですね。 

 

４）好きなことに夢中になるということ 

しかしこういうことを知らなくても、「夢中になる」ということがどういう意味を持っているかと

いうことを、イチローの引退会見から聞いてもらいたいと思います。 
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記者：数多くの子どもたちが見ていると思います。これから野球を始めることになります。そんな子

供たちにぜひメッセージをお願いします。 

 

イチロー：メッセージかあ。苦手なんだよな。 

野球だけじゃなくてもいいんですよ。自分が熱中できるもの、夢中になれるものを見つけられれ

ば、それに向かってエネルギーを注いでいけるので、そういうものを見つけてほしいなと思います。 

それが見つかれば、自分の前に立ちはだかる壁には向かっていける、向かうことができると思うん

ですね。それを見つけられないと、壁が出てくるとあきらめてしまうということがあると思うので。 

自分に向くか向かないかというよりも、自分が好きなものを見つけてほしいなと思います。 

 

最後の、「自分に向くか向かないかというよりも、自分の好きなものを見つけてほしい」というと

ころがすごく大きなポイントです。下手くそでもいいんです。こだわってそれをやり続けるというこ

とですよ。おまけに非日常なんだから、むしろ自分なりに、レギュラーになれようがなれまいが、自

分なりに全力を出してやりきった経験値の方が遥かに重要なんですね。 

今日は詳しく話せませんけど、どんなチームにも、強いチームにも弱いチームも必ず、才能にあぐ

らかいているやつがいるんです。チームの中ではいけちゃうから。才能にあぐらをかいてる子たちは

力がつかないですね。自分の大好きなことに対して全力でやり抜いたという経験値がつかないんで

す。今日は詳しく話せませんけど GRIT（グリット）、やり抜く力が身につかないんです。 

社会に出たときに、それが生かせないということですよね。今イチローが言ってくれたように、夢

中になれるものに対して全力で向かってって壁にぶつかって乗り越える。その経験が、夢中になれ

る、好きなものが見つかればできるということです。まさに部活っていうのはそういうような場で、

私もそうでしたけど、1 人でコツコツコツコツ練習をして、ちょっとでもうまくなってということを繰

り返して、それでも試合に出れなかったりすることもあったけど、それをやり続けたこと自体に価値

がある。こういうことが、位置づけも含めてわかっていないとなかなかちょっと…。 

これは勉強とかでも全く一緒ですよ。頭のいい人が勉強に手を抜いてるみたいなことはどこにでも

あります。自分の所属している集団の中でいけちゃうんだったら手を抜くっていうのは、生物学的に

はあることかもしれません。自己保存のために。でも、非日常でスポーツをやるのであれば、全力で

やり抜くことに大きな価値があって、そこに部活の価値があるんじゃないかと思います。 

 

５）アンケート結果より 

今日は日常と非日常のところだけが中心でしたが、最後にアンケートの結果をご紹介したいと思い

ます。先日、兵庫県の神戸高校、長田高校、兵庫高校、灘高校の 4 校のサッカー部員に、日常と非日

常の話をしました。「スポーツや趣味・特技は、日常の中の非日常で行われる遊びの一種である」こ

とについて、「全く初めて聞く」と答えた部員がほとんどでした。そうですよね。私も大学までそう

いうことを学べませんでしたので。ちゃんと知ってほしいよなっていうところです。 

同じ質問を昨年、母校の筑波大学に行って、ハンド部、水球部、サッカー部数名に話をしたときに

してみました。説明された通りに理解していたという人は高校生より多く、聞いたことがある、ある

程度理解していたという人もいました。とくにハンド部では、監督の藤本君が、僕とのつながりから

日頃からそういう話をしているそうで、部員の 9 割は普段から聞いていたから知っているという結果

になっています。 

次の図がプロサッカー選手です。全く初めて聞く人がほとんどです。スポーツの中に入りこんでし

まっているので、客観的に自分の位置を理解することができていません。ずっとスポーツの中にいて
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そのままプロになってしまったということです。むしろ普通の人たちの方が、日常と非日常を理解す

る確率が高くなります。 

これとはまた違うグループですが、私の講義を聞いた半年後にどれぐらい覚えていたかということ

を尋ねてみました。忘れちゃうんですね。1 回聞いたときには、日常の中の非日常だということに気が

つくんですけど、半年後にもはっきりと覚えてる人はゼロで、ある程度覚えてるのが数人です。これ

はグランパスの選手 6 人に対するアンケートですけど、文章を読んだらある程度思い出したというぐ

らいです。 

私としては、スポーツも含めた非日常の趣味・娯楽の価値を生かすためにも、より楽しんでよりや

り切るためにも、やっぱり俯瞰ができていないとなかなか難しいなと。それでなくても俯瞰できてな

くても部活が与えてくれるところはものすごく大きいというふうに私自身は考えてます。 

ただ俯瞰できたら、もっと楽しめるし、もっと有意義にスポーツや趣味や特技をやる時間を活かせ

るっていう感じです。これはビジネスマンで言うところの“Work Hard, Play Super Hard”です。仕事を

めっちゃ頑張って、遊びのところをもっと頑張るというような感覚が、俯瞰できてるとたぶんやりや

すいんだと思います。そうじゃないと逆転しちゃうことがあるんです。遊びのところにかまけて仕事

がおろそかになる。それはちょっと違います。仕事はガンガンやるけど、遊びはもっと没頭してやる

みたいな感じです。俯瞰できてるからこそやれることなのかなということです。 

私の方は一応こういう形で、部活を俯瞰するということでお話をさせていただきました。 

 

中塚：ありがとうございました。部活動、そしてそこで取り組まれるスポーツ、ここではサッカーが

大きな文脈の中でどういう位置づけなのというところを話してくださいました。 

引き続いて、朝倉さんからお話いただきたいと思います。 

 

◆朝倉雅史 

筑波大学の朝倉です。後半のディスカッションに繋がるように、部活動を巡る現状と課題、部活動

で何を学ぶのかについてお話をさせていただきたいと思います。 

ここにお集まりの皆さんに限らず、いま部活動が学校からなくなりつつある、部活動が変化を迎え

ているということはご存じだろうと思います。いま部活動はどのような状況にあるのか、部活動の現

状と課題をまずお話しします。そして、学校に存在し続けてきた部活動では何を学んできたのか。こ

れは後半のディスカッションのテーマにもなると思いますので、それを理論的に整理してみたいと思

います。 

 

１）日本の部活動の現状 

まずは身近な話から、部活をめぐる日常の風景です。 

例えば小学生が門出の言葉で「中学校に行ったら何々部に入りたいです」って舞台の上で卒業証書

をもらって叫ぶこと。あと、私はいま大学に勤めてるんですけど、1 年生の自己紹介では「高校では

何々部に入ってました」。また大学生が就職面接で「学生時代に最も力を入れてたのは何々部での活

動です」と言ったり、あるいは「〇〇銀行の就職では体育会運動部枠がある」とか。また日常的に皆

さんも「部活何やってた？」という会話をするわけです。部活というのは、社会を生きる上で名刺み

たいに使われることがある。それぐらい私たち日本人の生活に深く、強く食い込んでいることがわか

ると思います。 

そんな部活が大きな変化と改革の必要性に揺れています。それがどこから来たのかをお話したいと

思います。 
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私が部活に関係する本を書いたとき

に、部活がタイトルに載った新聞記事

の推移を調べてみました。2013 年頃に

一つピークがあり、2014～17 年を経て

2018 年にもう 1 回ピークがきているこ

とがわかります。新聞記事ですので社

会の関心を凝縮したものと言えるので

すが、2013 年と 18 年の 2 回ピークを迎

えています。 

部活動改革は、以前から何回も求め

られてきました。部活を地域に移行す

ることが話題になっていますが、歴史

的に言うと 3 回目の地域移行論といえ

ます。ただし今回の地域移行論の特徴は、強力なトップダウンかつ実現可能性を優先して進められて

います。そういう話が持ち上がったのが 2013 年頃です。 

この年に何が起きたかというと、大阪の桜宮高校バスケットボール部のキャプテンだった 2 年生の

男子生徒が、自宅で自殺していた事件です。これが起こったのが 2012 年の暮れで、報道されたのが年

明けすぐです。2013 年は部活に関する衝撃的な事件から幕を開けたというのが事実で、これが引き金

になって 2013 年に新聞記事数のピークを迎えています。 

ちなみに私は小中高とずっとバスケットボールをやっていて、高校のときはインターハイに出て当

たり前、優勝するかしないかという部活でやっていたので、こういう事件を引きおこしかねない光景

というのが私の脳裏に焼き付いています。いまでもちょっと疲れたりすると、高校の部活の夢が出て

くるんです。すごい走らされたり叩かれたりしたことです。そういう意味では、私の経験した部活動

は、非常に受動的で高圧的な活動でした。先ほどの髙橋先生の講義を聞いていれば私の人生も変わっ

ていただろうなと思うぐらいです。桜宮高校男子バスケットボール部の事件も、さもありなんと思っ

たのを覚えています。 

ただこれは 2013 年のピークの背景です。2018 年にかけてはどうかというと、TALIS（OECD 国際教

員指導環境調査）という国際比較調査が関係しています。Teaching and Learning International Survey で

「タリス」と呼ぶんですけど、OECD（経済協力開発機構）が行っている調査です。2008 年、2013

年、2018 年と定期的に行っているんですが、ここで各国の教員の 1 週間の総勤務時間が調べられまし

た。2013 年の調査結果が 2014 年頃に日本で報道されたのですが、調査に参加した国の平均労働時間が

1 週間に 38.3 時間。日本はどうかというと 53.6 時間です。アベレージに比べると 1.4 倍、実数で 15 時

間以上、多く働いているということがわかったわけです。 

このように国際比較してみると、日本の先生はなんて忙しいんだと。さらにその内訳を見てみる

と、課外活動指導時間（Extra Curricular Activity）のアベレージが 2.1 時間のところ日本は 7.6 時間、3.6

倍。実数にすると 5 時間です。場合によってはもっとたくさんの時間をかけているかもしれません。1

週間に 15 時間以上、アベレージと比べて教員が働いているのが日本の事実であり、その 3 分の 1 にあ

たる時間を部活動に費やしている。また別の質問項目で、授業準備や指導に関する時間にどれぐらい

時間をかけているのかを調べたら、なんと日本の教員は、各国の平均よりも少なかったという事実が

わかったんです。つまり、いかに日本の先生が忙しいか、その忙しさを部活が生じさせているのかが

話題になったです。 
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同じく新聞の記事数です。別の調査で

すが、ここでもピークが二つできていま

す。先ほどと同じく、2013 年と 2018 年

にピークがきていますが、2013 年には

記事数になかったあるお題に関する記事

が右肩上がりに増えていき、2018 年に

ピークを形成しています。「働き方」と

いうタイトルを含んだ新聞記事の数で

す。「働き方」と「部活動」が結びつい

て 2018 年にピークを形成しました。ち

なみにこれは、教員の働き方だけでなく

2015 年あたりから増えています。電通

の女性社員が自殺したという事件を覚え

ておられると思います。それが 2015 年に起こったんです。それが 2016 年に労災認定されたあたりか

ら、当時の安倍政権が国ぐるみで「働き方改革」を打ち出していきます。その中に教員の働き方改

革、そして部活動をどうにかするというのが結びついていまに至るというのが、現在の部活動改革の

原点になっているわけです。 

そして 2020 年に文部科学省がこんな通知を出しています。学校の働き方改革を踏まえた部活動改革

概要というものです。ここに休日の部活動の段階的地域移行、ゆくゆくは平日も地域に移行すると書

かれています。これがあったがゆえに、冒頭でお話した、部活動が学校からなくなるという認識を世

間が形成した。これが部活動の現状と課題だと言えます。 

 

２）海外からのまなざし 

ちょっと視点を変えてみようと思います。先ほど言ったように、日本人の生活に部活は深く、強く

食い込んでいますが、その実際をお見せしようと思います。 

私がバスケットボールをやっていたことは先ほど申し上げたとおりですが、バスケットボールシュ

ーズは一大市場を作っていて、マニアがいるぐらいです。これは確か 2000 年の前半ぐらいに出たバス

ケットボールシューズで、ナイキが出した「Team BUKATSU」っていうシューズです。 

世界を股にかける一大アパレルスポーツブランドが、日本で靴を売るために「部活」って名前をつ

けたのはすごいですよね。しかも売れたんです。日本人って部活が好きなんだな、部活って日本人の

意識を刺激する 3 文字なんだなというのがよくわかると思います。 

 

次に、海外の人から日本人の部活ってどのように見られているかです。実は欧米にはジャパノロジ

ーという専門分野があります。直訳すると日本研究ですが、そこで究している人がある論文を書きま

した。ピーター・ケーブいう研究者が書いたものです。 

 

「1 世紀以上にわたって、課外の部活動は社会人を育てる重要な働きを担うものとされ、その活動を

通じて日本の若者は、社会でもっとも重要な価値観と信念、行動パターンを経験的に学んできた」 

 

実はこれ、海外からみた日本人にとっての部活動の見解なわけです。 

この人だけかと思いきや、別の論文でもやっぱり同じことが言われています。これは割と最近、

2015 年の論文です。 
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「課外クラブに参加している日本の学生は、参加していない学生よりも間違いなく、より肯定的な

自己概念、忍耐力がある。親切、責任感がある、正直、明るい、考える、体力がある、感謝の気持ち

がある、勤勉、自己主張ができる、礼儀正しい、協調性がある、上下関係を重んじる、友達を大切に

するなどという傾向が強い。しかもスポーツ系のクラブに所属する学生は、非スポーツ系、いわゆる

文化系のクラブに所属する学生よりもさらに高いスコアを報告している」 

 

これはアンケート調査を定量的に分析して、部活、特にスポーツ系の部活に入っている人がどれぐ

らい高いスコアを示したのかを、「間違いなく undeniably」と言っているぐらいです。「これは間違い

ないんだ」と外国人が、日本人の部活を捉えているわけです。私たちからみて日本人は部活を大事に

しているし、海外の人からみても、部活が日本人の生活にどれだけ食い込んでるかというのがこうい

ったところがわかるんじゃないかなと思います。 

 

３）なぜ部活動は魅力的で欲望的なのか？ 

なぜ日本人が部活をこれほど大事

にしてきたのかを、考えてみるため

に「補助線」を引いてみようと思っ

て作ったのがこの図です。 

学校教育の中にはいろんな教科が

あります。中塚先生が担当している

保健体育だったり、受験で必須の数

学とか英語とか社会科とかがありま

すよね。実は、研究者の間で議論さ

れているキーワードがあって、教科

には「周辺性」あるいは「非中核

性」があるというものです。これは

私がそう思ってるんじゃなくて、海

外の人たちが言っていることで、日

本でも同様の現象があると思います。学校教育の中心になっている教科というのは、国語や数学なん

です。なぜ中心に位置づくかというと、受験と結びつくからというのが一つの要因です。 

学校カリキュラムを社会学的に研究をしている人は、数学の先生や国語の先生は、学校の中で支配

的な地位を得るということも言っています。なぜかというと、数学は答えがはっきりしているし受験

科目だから生徒は一所懸命勉強する。他方、保健体育はというとたかが遊びです。高橋先生の言葉を

借りると休み時間の延長線上と考えられるわけです。なので保健体育は周辺的な教科と言われるんで

す。 

では部活動はというと、それよりも周辺の教育課程外の活動です。最近、一般によく知られるよう

になったことですが、部活動は学校で必須の活動ではないわけです。なので、部活は保健体育よりも

学校の周辺に位置づく活動ということになります。 

では、そんな部活がなぜ人を魅惑したり引きつけるのかというと、こういうことではないかと思い

ます。学校の中心に位置づくということは、見方を変えると、作られた、制度化された教室内の空間

で行われる活動であることを指しています。それが周辺に行けば行くほど、学校の周辺の「リアルな

世界」に近づいていくわけです。だから学校の中心に位置づく教科は作られた空間の中での出来事で

す。保健体育や部活がなぜ子どもたちに人気なのか。ちなみに、小中高の生徒にどの教科が好きです

かって聞くと、必ずと言って良いほど体育が一位になります。その理由は、「たかが遊び」と高橋先
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生は言っておられた、その通りだと思います。遊びは楽しいからです。部活動の位置づけを考える際

に、学校の中心から周辺に追いやられているということをポジティブに捉えると、リアルな生活に一

番近い活動なんじゃないかと言えます。 

なのでここに書かせていただいた通り、学校教育の中で最も現実的で生活実感に直結する場だから

こそ、鮮烈な経験とか欲求とか欲望がさらけ出されるわけですね。 

こんなことを言ってる人がいます。スポーツ哲学の研究者なのですが、「子どもたちの学校の思い

出も、教科の授業においてではなく、部活動など課外活動において強く確かなものとして形づくられ

ているのではないのか。…芸術やスポーツの強烈な魅力的体験と同質のものを、教科の授業でどう実

現するのか」と。ここまで言わしめるぐらい、部活は子どもたちにとって鮮烈な経験となるわけで

す。教員にとっても欲求とか欲望がさらけ出されます。体罰が起こるのは、非常にリアルな感情がむ

き出しにされる空間であるがゆえに、だということもできます。それをどうコントロールするのかと

いうのが、次のお話です。 

 

ちなみに、部活ってなんでこんなに魅惑的なのかということを、スポーツを例に、ちょっと見てい

ただきたいと思います。バスケットボールの試合場面で 2 分ぐらいの動画です。延長戦で、同点にな

り、フリースローが与えられる。これで同点になるんですね。（その後、試合終了と共に超ロングゴ

ールが決まる「ブザービーター」で大逆転する映像） 

＜2 分間の映像視聴＞ 

 

小学生でも絶対これ面白いと思うんですよね。スポーツってなんでこんなに人々を惹きつけるのか

というと、この場面を経験してしまうと、もうやめられなくなっちゃうんですよ。これってやっぱり

部活動とかスポーツって、どれだけ人々を魅惑するのかがよくわかる場面ですけど、これも実は理論

化されています。この図では、縦軸が「行為への機会」で自分が挑戦しようとするレベルです。横軸

が「行為の能力」です。皆さん「フロー」という言葉ご存知でしょうか。これがちょうどバランスが

とれていると時を忘れるほど夢中になってしまうんで

す。このように、自分の行為レベルが高くて、挑戦の

レベルも高いと、このフロー体験が起こる。だからも

う無我夢中になってしまう。 

でも逆に、自分の能力が高いのに挑戦レベルが低い

と退屈になってしまうし、自分の能力が低いのに、挑

戦レベルが高すぎると不安になってしまう。たぶんス

ポーツって、自分の能力と挑戦しようとするレベルが

均衡してる時の、没入状態を繰り返していくことによ

って人々を引きつけていくところがあるんじゃない

か。たぶん部活の中でこういう経験を皆さんされてい

るんじゃないかなと思うんですね。これがフロー理論

で説明した部活の「楽しさ」です。 

 

４）部活動で何を学ぶのか？ 

最後に、部活動で何を学ぶのかという話です。 

面白いことしたい。例えばサッカーをしたいという人たちがいるとします。部活で何を学ぶかって

いうと、サッカーしたいというだけではサッカーが楽しいという状態には至らないんです。ただこの



 特定非営利活動法人サロン 2002 

2024年 11月 公開ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ報告 

15 

 

間にある、自分がサッカーを楽しみたいと思ったときに、サッカーって楽しいという状態に行き着く

プロセスで一体何をするのかということが、部活動で学ぶことなんじゃないかと考えます。 

 

これは部活動学会会長の神谷先生が示

されているものですが、部活でやってる

ことって練習とか試合だけじゃなくて、

組織や集団をどうやって作るのというこ

ともあります。その組織や集団が、自分

たちでスポーツの場所を作るために社会

や条件にどうやって働きかけるか。こう

いうことをまるっと行っているのが部活

なんだよというのを説明されています。

まさにその通りだなと思います。ここに

リストに掲げていることが、皆さんが部

活の中で必ずやっていることです。 

しかし、私のような部活動経験をして

きた者は、練習や試合しかやってないん

です。これがたぶん、私が部活動で学ん

でないんだなって思う理由になるんです

けれど、附属高校蹴球部で活動された皆

さんがどのように組織や集団、環境につ

いての自治をしてきたのかというのも、

学びの中身として考えていていただくと

良いかなと思って用意しました。 

 

５）部活動で何を学んだことはどのよ

うに広がっていくのか 

最後に、なぜ部活で学んだことが社会

で役立つのかということを説明しておき

たいと思います。 

部活って、先ほど言った通り面白いことを創造する活動なんですね。この面白さというものは、ち

ょうどフロー状態で均衡が作られている状態です。そこで経験するのが、「生きられる時間」という

言葉を使うんですけど、つまらない話を聞いているときって時間がすごく長く感じられるじゃないで

すか。面白い話ってあっという間に終わりますよね。だから実は、私たちって時計で測れる時間以外

の、自分で面白いときに無我夢中になってしまうような時間とか、つまらないときになかなか終わら

ない時間というような、「生身の時間」というものを持っているのだということです。「生きられる

時間」というんですけど、まさにフロー体験ですよね。 

こういうのを作ろうとしたときに私たちがやってることを整理してみます。まず面白いことをした

いと思ったら、仲間を集めなきゃいけないし、道具を用意しなきゃいけない、場所を確保しなきゃい

けない、時間を決めなきゃいけない、ルール作らなきゃいけない。 
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面白いことができ、もっと面白

いことがしたいとなっていくと、

皆さんにお配りした資料にあると

おり、どんどんどんどんスパイラ

ルになっていくわけです。 

 

仲間を集めるだけじゃなくて、

仲間を探す、チームを作る、お金

を出し合うとかどんどん広がった

行きます。このようにスパイラル

していくと、やろうとすることが

大きくなっていくわけですね。5 人

で遊んでいたのが 10 人になり、10

人で遊んでいたけど他のチームと

やってみたいとなる。用意された

道具を使っていたけど、自分たち

で購入したいとか、もっと広い場

所でやりたいというようにやって

いくと、面白いことがどんどん広

がっていく。私たちはこれを繰り

返していると、ただ単に自分がす

るだけじゃなくて、他の人が面白

いことをしているのを見たり、そ

れを支えたり、創ったりする。そ

のために友達や仲間を探したり、

募ったりするし、やがて単体のチ

ームがクラブになっていく。学校

から地域や社会に広がっていく.。

道具を借りるだけでなく、買ったり、貸し出したりする。このようにやっていくと、はじめは自分の

ためだけだった面白い活動が、あるいは面白いことをするために行っていただけの活動が、「みんな

のため」になっていく。自分の私利私欲や自分だけの面白さだったものがみんなの面白さになり、こ

こに「公共性への展開」が生まれてくるんです。 

 

部活動って、まさにこういうことを学ぶ場じゃないかなと思うわけです。だから部活で学んだリー

ダーシップがどこかの会社で生かされたり、他の人と働くときに誰かのためになったりする。こうい

うことが、部活動で面白いことをしたいということの延長線上にあるんじゃないかと考えています。 

 

最後に、面白いことは遊びとか余暇という言葉で表されるんですけれど、何でそんなに面白いこと

って人間にとって大事なのかということについて、いくつかの言葉をご紹介して、終わりたいと思い

ます。 

先ほど「遊び」という言葉が出てきましたけれども、こんなことを言った人がいるんです。 

「文化は遊びの形式の中に成立した。文化は原初から遊ばれるものであった」（ヨハン・ホイジン

ガ『ホモ・ルーデンス』、1938年） 
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文化の中に遊びがあると皆さん思いがちかもしれません。けど文化は、実は遊びがあるから生まれ

てくるんです。衣服は、「寒いから着る」ということだけであったら、皆さんが着ている服ってそん

なにデザインは必要じゃないじゃないですか。でも何かかっこいいとか、かわいいとか、おしゃれと

いうのも、服を選ぶという遊びだから。エッセンシャルじゃないものを身にまとうことによって、服

の文化が生まれていったりしますよね。このように、遊びとか余暇というものがあるが故に、人間は

文化を作ることができていると。そのように考えたのが、ホイジンガが『ホモ・ルーデンス』という

著書で言ったことです。 

日本に目を向けてみても、平安時代に編まれた歌集の中にこんなことが書かれています。 

「遊びをせんとや生れけむ 戯れせんとや生れけん 遊ぶ子供の声聞けば わが身さへこそゆるが

るれ」（『梁塵秘抄(りょうじんひしょう)』：平安時代に編まれた歌集、主に当時の流行歌（今様）が

集められたもの） 

 

これは後白河法皇によって編まれた「梁塵秘抄」で詠まれたものです。遊ぶために生まれてきたん

じゃないのかって、もう悟っちゃってるような歌です。遊びって人間にとってすごく大事だなという

ことです。 

学校の語源ってギリシャ語のスコールという言葉ですけど、拍子抜けするかもしれませんが、実は

「暇」という意味です。実は学校は「暇」な場所だったんです。 

この暇な場所で学んだりするということに人生の楽しみがあったわけですね。学校って嫌々行く場

所のようになってしまっていいますが、そもそも学校という場所は暇を作っていく場所だし、そこで

学ぶことがすごく楽しかったから、西洋の人々は人間形成や成長のために「余暇」を大切にしたし、

それを充実させるためにわざわざ労働時間を短縮したんです。自己実現のための余暇とか遊びは、個

人が個人であるために譲り渡すことのできない最後の砦と言われるぐらいです。 

話をまとめると余暇とかフローとか面白いことっていうのを中心にして、それを作っていくってい

うのが部活動だし、それらを作っていく活動を自分のために行っていたのが、どんどん広がっていく

ことによって、誰かのためになり「公共的な性質」を帯びていく。そういう可能性が部活動にはある

んじゃないかなというふうに思うところです。 

附属の OB が集まって、サッカー部の活動について振り返られると思いますので、ぜひ自分の自分た

ちの活動っていうのに意味を持たせるとしたらどんな意味があったのかなとい材料になればいいかな

と思っております。 

 

中塚：朝倉さんありがとうございます。ここにお

集まりの蹴球部卒業生の皆さんは、こういうこと

をあまり考えないまま過ごして来たと思うし、こ

こでこのような話に触れることを想像していなか

ったかもしれません。話の前段として、部活動の

位置づけであったり、遊び、非日常、それがどの

ような中身を持っているのか、どのように位置づ

けられ、社会とどう繋がっているのかを学術的に

捉えたうえで中身に入りたいと考えました。 

 

注）第 1 部のスライドは登壇者が提供。写真は中塚義実が所蔵・提供。 
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第 2 部：近現代を中心に 

０．近現代史の前に－サッカーとわたし（中塚義実） 

ここからは、皆さんが体験してきた蹴球部の近現代史を振り返りながら、一体どんなことを学んだ

のか。「学んだ」という言い方は大げさかもしれませんが、それがいまの皆さんにどのように繋がっ

ているのかについて意見交換できればと思います。 

今年の 2 月、同じ桐陰会館で、附属中高蹴球部の 100 周年のお祝いをすることができました。我々

の部は 100 年前から、あるいはその前から遊びでボールを蹴っていた人たちがいて、ちょうど 100 年

前、学校公認の部活動として位置づけられました。うち最近の 38 年間を「近現代史」と勝手に言って

いるのは、私が関わった期間のことです。 

本題に入る前に、着任以前の私とサッカー

の関わりについて、サッカー界の動きと絡め

て押さえておきたいと思います。それは、こ

の部がどのように変わってきたのかにも関係

すると思います。 

父親・頼彦もサッカーをやっていました。

高知市内の中学時代で、高校生だった成田十

次郎先生との出会いがきっかけです。皆さん

のお手元にある冊子『游 ASOBI』2023 年度

版には、昨年度の公開シンポジウム「成田十

次郎先生を語ろう！」の報告書が載っていま

す。デットマール・クラマーを日本に紹介さ

れた方です。あとで見ておいてください。 

組織的にサッカーに関わるようになったのは茨木南中サッカー部に入ってからです。今年 50 年ぶり

に同窓会があり、熱血サッカー部の仲間も大勢集まりました。 

世界のサッカーでいうと、1974 年の西ドイツ大会が中学 1 年のときです。「ダイヤモンドサッカ

ー」で初めて海外サッカーを見て、緑の芝生でプレーしていることに驚きました。 

中学時代は熱血サッカー部でしたが、高校は真逆の民主的運動部でした。練習は主将を中心に部員

が進め、試合に出るメンバーも先生ではなく部員が決めます。三島高校サッカー部顧問は成田十次郎

先生の教えに感銘を受けたとお聞きしたことがあります。成田先生は東京教育大学サッカー部監督と

して部員主導の民主的な部活動運営をされ、結果も残し、新聞や雑誌で取り上げられた記事を読まれ

たそうです。高校時代はそういう中で、熱くサッカーをやっていました。主将として練習を考えリー

ドしていた経験が、いまの仕事につながっているのかもしれません。 

1979 年のワールドユースはマラドーナが大活躍してアルゼンチンが優勝した大会です。高校 3 年の

ときです。筑波大学体育専門学群に入学し蹴球部に入ると、ワールドユースの日本代表で同年代の 3

人のうち 2 人が推薦入学で来ていました。一人は風間八宏です。「ヤヒロに驚く」。彼のスキルには

ホンマに驚かされました。 

プロサッカーがなかった当時、筑波大蹴球部は各都道府県の一国一城の主が集まるようなところで

した。部員は 100 人。けど公式戦に先発で出られるのは 11 人です。私は上のチームと下のチームを行

ったり来たりするような選手でした。 

100 人をどうやってマネジメントしていくかは大きな課題でした。「運動部のあり方に悩む」と書き

ましたが、ちょうど 4 年生になるときに大議論しました。当時、部のルールとして「禁煙」というの

がありました。アスリートとして禁煙は当然だということで、監督が示したルールです。当時はいま

    年生 れ、    年より大 

    年 大       中学校
「   中サッカー 」

    年 大     高 学校
「  高校サッカー 」

    年   大学 育  学 
「  大学      」

    年   大学大学    程
（ ポーツ社 学）
「ジ イフル本 」

    年   大学附属高 学校
「東京教    」

サッカーと たし
（中 義 ）

 ・  もサッカーで 
  中高：成    
大  業大学：     

    年   イツ大 

    年  ル ン ン大 
    年  ール  ー 
    年  ヒロ  く

運  のあり    
日本  は  
日本リー     「     」
    年    場  す
    年 日   ポーツ  
サッカーの ロ      で
    年 月 記者  

日本            生（  月）
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よりタバコを吸う人が多く、ルールとして掲げてはいたけどこっそり吸っている人は結構いたんで

す。僕らの代になるときに、このルールをどうするかという議論を、まず同級生ではじめました。決

まりだからダメという者、運動生理学的に問題があるからダメという者、タバコを吸うことで落ち着

く人にとってはいいじゃないかという者。いろいろいます。私は「守れもせんルールを掲げてもしゃ

あない。それよりも“よい選手、よいチーム、よい指導者”という部のモットーに立ち返って“よ

い”とはどういうことかを議論すべき」という立場でした。 

同級生でさんざん話をし、下級生を巻き込んで全体ミーティングを何度も繰り返し、最終的には

「一度全員退部する。11 月某日のミーティングに、禁煙というルールを守れるやつが再び集まる」こ

とになりました。サッカーの練習や試合とは関係ありませんが、自分たちの部をどうしていくかとい

うことを自分たちで本気で議論した場だったと思います。大学時代の忘れられない経験です。 

大学院でスポーツ社会学を専攻し、スポーツの多様なあり方、チームとクラブ、諸外国のスポーツ

環境について学びます。修士論文は「日本サッカーのプロ化過程に働く社会的背景の研究」で、奥寺

康彦さんと木村和司さんがプロ選手として公認されたあたりを取り上げたものです。日本サッカーは

世界の舞台からはるか遠く、アマチュアスポーツからプロスポーツにようやく一歩踏み出したころで

す。J リーグ誕生はまだ先で、学校以

外のクラブスポーツが日の目をみる

のはまだまだ先の話です。 

修士論文を書いた翌年、1987 年に

着任します。私が赴任したのはその

ような頃でした。これが「近現代

史」前段です。 

 

１．着任から DUO リーグ創設ま

で（1987～95） 

ここからは写真をみながら「近現

代史」を追っていきたいと思いま

す。 

着任初年度の夏合宿の写真です。

練習は月水木土、日曜は練習試合。

都心部では珍しくフルサイズのピッ

チが取れるので、毎週いろんな相手

と練習試合をしていました。中体連

や高体連の会場になることも多く、

関東リーグに上がった東京教員の試

合会場にもなりました。私自身、現

役としてプレーしていたころです。

毎週木曜日は部活後に学習院まで自

転車で移動し、ナイターで学習院大

と東京教員の練習試合に出て、その

ままトンカツ屋で飲み食いして帰る

という生活です。この頃の部活は、

私にとっては自分自身のトレーニン

グでもありました。 

・月・ ・ ・ で   日 は    
・東京教 は 東リー （    日の イ ーで学  で  ）
・  大附は高 連の 場校  東リー の ーム ーム
・    先生あ  のサッカー  

（ 学 義 は    ウ  ／  マネージャーのお  ）
・サッカー は     年 より「 ロ  」公  

ソウル    で中   ームで 戦 

    （    ）年 （   年 の   ：高 大  ）
   、   、   

             

「              」で
   は 成  
（      場の

  戦は   。  ）
  年生の は「残  」

学     
  も く  
中 は         
高 連サッカー 東京教 で        は     

     戦
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化学の伊藤良徳先生が裏方のところをていねいにやってくださいました。化学講義室はサッカー部

のクラブハウス。女子マネージャーあってのサッカー部です。サッカー界では、先ほど言ったように

プロ選手は公認されたけど、着任した年の 10 月のソウルオリンピック予選で中国にホームで負けて出

場権を失います。 

そんなころですが、サッカー部は徐々に力をつけてきたんです。AC ミランが前線からのプレッシン

グをやり出す前に、うちは「アタッキングディフェンス」という言い方でチャレンジし、力をつけて

きました。神奈川の湘南高校が全国出場したときも、定期戦ではほぼ互角のゲームができました。負

けましたけど…。 

この頃、「3 年の夏」にある高校選手権予選にチャレンジする人のことを 3 年の夏まで「残る」とい

う言い方をしていました。6 月第 1 土日にある学習院との総合定期戦は、全校生徒・卒業生・保護者が

見守る中で部ごとに試合をするビッグイベントです。ほとんどすべての部が、陰戦を最後に「引退」

という言い方でやめるんです。甲子園の予選がある野球部と、夏がシーズンの水泳部は 3 年の夏まで

やっていましたが、サッカー部はそれぞれの判断に任せていました。 

冬の高校選手権予選は、出場チームの多い東京では夏からはじまります。そこまで続けるか、それ

とも他の部と同じように院戦でやめるかは、昔も今も大きな選択です。DUO リーグができて以降は

「3 年の夏までやるのは当たり前」としていますが、このころは各学年 2 人いるかどうかといった状況

でした。コロナ後のいまも同じ状況に戻ってしまい、いまでは学習院にほとんど勝てなくなりました

が、このころは「学習院には勝てる」ぐらいの印象でした。 

先ほど言った通り、私自身も現役でプレーしていました。“働き方改革”という言葉もありませ

ん。学校のことはすべてやる、高体連の大会も、東京教員の活動も充実。昔の資料をみていたら、こ

んなのが出てきました。東京教員で監督兼選手をやっていたころの「東京教員クラブ通信」です。

1993 年 1 月の、監督兼選手となって 2 年目のものです。1993 年のスタッフは監督・中塚、主将・穴沢

です。穴沢さんは J リーグ審判もされ、いまは都立高校の校長先生です。 

通信には、監督メ

ッセージとして「良

いゲームとは何

か？」を書いていま

す。「我々の目的は

ただ勝つことではな

い。良いゲームをし

て勝つことやと思

う」と。このフレー

ズは成田十次郎先生

の本からいただいた

ものです。そのため

に「良いゲームとは

何か」について考え

ることや、「サッカ

ーにおける良いこと

を組み合わせ」るこ

と、普段の「練習や試合を通して理解を深めていきたい。意識を変えることにより、実際のプレーは

少しずつ変わっていくと思う。一人ひとりが少しずつ変われば、チームとしてまとまったときにはも
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のすごい力になる」と述べ、教員チームの練習も、高校生がするような基礎練習からしっかりやった

記憶があります。これが J リーグが始まる 1993 年の年頭あいさつでした。 

3 月の卒業式の写真には、初担任の 101 回生サッカー部員にまぎれて、中塚にだっこされる赤ん坊が

います。のちに 119 回生となる長男です。 

1993 年 5 月に J リーグが開幕しました。プロサッカーがはじまったというだけでなく、学校・企業

に依存していた日本のスポーツ界に、地域に根差したクラブ育成という考えを持ち込んだ J リーグは画

期的でした。「J リーグ 100 年構想」ですね。 

102 回生の卒業アルバムに 3 名の女子部員が写っています。村田女子商業高校（現広尾学園小石川中

学・高校）との合同練習をしながら 3 年間過ごしました。卒業とともに女子部員不在となりますが、

111 回生で再興します。 

1993 年と 1994 年の夏合宿の写真です。場所は「高萩大心苑」です。 

5 泊 6 日の夏合宿はハードなものでした。合

宿最終日は 1 年生 vs2 年生の試合とマラソン大

会で締めくくりますが、104 回生のある部員が

「坊主をかけよう」と言ってはじまったのが

「坊主戦」です。すでに坊主アタマだった、〇

で囲ったこの部員が言い出しっぺです。坊主戦

は学年対抗として始まりましたが、のちに全員

がくじを引き、負けた二人がチーム編成して坊

主をかけて戦うスタイルになります。こんなア

ホナことを本気で遊べる集団でした。いまでは

ハラスメントになりそうですね。 

1993 年、J リーグが始まったときの 3 年生は

103 回生です。〇で囲った 2 人の 3 年生が、真っ黒い顔で夏合宿に参加しています。今日はその 2 人だ

けでなく 103 回生が大勢来ているので、あとでコメントをもらいます。 

夏合宿後の高校選手権予選は第 2 地区大会の決勝まで進みます。連戦でしたので、大会運営後に毎

日、各校の先生方でご苦労さん会をやってました。「今年の附属はいいチームだよね。明日の決勝も

勝てるでしょう。負けたら中塚さんが坊主だね」という話になり、負けてしまった私が人生初の坊主

頭になりました。テレビの影響か、そのころ坊主頭がはやっていたようです。唯一の単著『少年のた

めのサッカー入門』もこのころです。当時の部員がモデルとして登場します。 

この頃のサッカー部の練習日誌があります。1993 年 10 月 28 日の日誌担当は寄田浩平さん。「ま

ず、日本ワールドカップ出場ならず」と大きく書かれています。いわゆる「ドーハの悲劇」ですね。 

この頃の思い出話と、部活動で学んだことがいまにどのようにつながっているのかを話してもらお

うと思います。 

まず寄田浩平さん。サッカー小僧で「宇宙少年」だった寄田さんは、国内外の研究者とともに宇宙

物理学の研究をされています。研究室で若者と接する機会もある方です。 

 

103  生の メント 

寄 ：103  の寄 と申し す。今日は同期 5 人も来 い し 、 将も来 い ので、あとで補  し も

 いたいと思い す。 
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先ほど  話   い よう 、中 先生はバリバリの 役のときでした。僕はサッカーの世  そん  

広く   たせい 、中 先生  いサッカー   い人 僕の  り はい せんでした。あん  走れ 

こん  う い人 世の中 い んだと、衝撃 でした。 

ただ非常 厳し  たです。い 思うとあ り褒  れことは   た気 し す 、 将も非常 厳しい人

で「小  つ」  僕 は呼んでい した。ヒ   は二人 よ  非常 鍛え れた だ たと思い す。 

その甲斐あ   、3 年生の春の大 では 区大   ち抜き都大    こと でき した。 ち負 の

悔しさで涙 流すということ 本気でできた、仲間たちと一緒 や  きたのは、本当 大事 経験だ たと思

い す。 

僕は  で残り した ども、個人  は最後 でやり抜く－その 義はいろいろあ と思い す 、最後

 でやりた  ただ  んです。受験で皆さんすごく んば 高校です ど、僕はあ り勉強と両 できたもの

じゃあり せん 、最後 で    んば た。その結果、浪人す こと     です ど、それ つい は

  たく後悔し  せん。 

大学 入  やり抜いたの 物理学の勉強です。もう れこれ 30 年たち した。ここ で来 と、やり抜く 

 ことは一   の ということ い 一 、高校時 の自分 重ね   考え こともあり す。 

中 先生の 葉と 高校時 の  で学んだこととし は、それぞれの人生と それぞれの環境 よ  

ピッ  ッ の仕  違うと思うんです。私は、やり抜くことと 厳しいところ  んでい  生 し いくこと 

学び した ど、あ 意味 イル カー みたい もので、おそ く皆さんたち 持  い もの、経験とし 生

 し い ものは違うのだろうと思い す。ただ僕 本当 大事 し  のは、そうい たもの、カー  1 枚も

  たということ、   んだとき そのカー  ぱ と  み 、そういうもの も  たんじゃ い と思  

い す。 

 研究者 や  い と、研究と    結構似 い こと 感じ す。大学生 と  の研究  あ 意味、

半分興味、面白さでや  い 、それ 職業 す   でも いみたい ところ あり す。 ので今 のシン

ポジウム 通し 、そうい たところ いろいろ共有し   学び 深  い た と思  い す。 

 

中 ：あり とうご い す。103  生はたくさん来 い し 将もい んだ ど、ちょ とこれ   ほしいで

す。10 月 13 日の

  日誌。横 浩

太 さん 書 れ

 い す。批判 

いた 容です。

「いつも思うこと 

のだ 、も と 

ーム   の中 

や  い た  

いいと思う。基礎

 作 た  こ 

ご した   や

   のだと思う

 …」という書き

 しで、 平 満

 いろいろ述べ 

れ い す。 
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中 ：それ 対し 私も   、「 味    “  ”というふう 割り切  考え いた おもしろく いし 

ーム もつ    い  い。 ームの場面 常 想 し いれば、 味   でも非常 おもしろいし、声も

自然   く しおもしろいはず」と赤字で書い い す。こういうやり取り   日誌の中でし い  ど、読

んだこと いでしょう。みん で 覧し い ノートだ  、日誌 書いた人はた んこれ 読  いですね。 

横 さん、せ  く ので、ちょ と メント も いたいんだ ど。 

 

横 ：103  の横 です。そうですね、 く記憶 ご い せん（笑）。ただ、当時はこういう  ン で取り組ん

でいたと思い す。私はどち  というとちょ とや され い 感じで、 平もあ  、そうい たところ  し 

い した。 

先ほど  いろいろお話 伺  、あ り    取り組  い   たというのは、反省では いです れ

ども、あり す。50 年 く生き き 、や ぱりいろん 物事 対し  ツ ツと、ひとよりも努力し 取り組 こ

とは苦では いんです ど、このときは苦だ たので。  一番切れ い 、いろいろ吸収できたとき そうい

うふう 取り組    たのは、反省では いんです ど、い 思うとそうだ た   いうの 思い す。 

 

中 ：真ん中辺り 、「サッカー本来の姿であ  ーム 一番楽しいと思う」とあり す。それ 対す 私の メ

ントは、「このよう 感じ れ ということは、 常やしよい。  ばそれは、も とも と自分たちの遊びの時間

の中でや  も いたい」。い でもず と    ことです ど、こん やり取り し い した。 

103  生の皆さん  ほ  どうでしょう 。とく 「学んだこと」 つい 、い  です 。 

 

池 ：103  の池 と申し す。キャ テン や  い した。学んだことといえば、や ぱり仲間と一緒 や 

ということ。大人          感じ ことの い、一所懸命や と 、青春 熱く過ごすと 、そういう 

分で気持ち    れたのはよい経験だ たと思い す。それぞれ熱量は違  、横 ともよく喧嘩もし した

 ど、そういうこと でき 仲間と一緒 やれたのは さ 青春時 ですね。非常 楽し  た思い とし 捉

え い す。 

 

嶋 ：私は一つ明  学 こと あり し 。先生 ちょ とお聞きしたいんです ど、歴 で私より  速 

 た人はい す  （笑） 

 

中 ：そうや あ、嶋 さんは 3 本の指 は入 と思い すよ。 

 

嶋 ：私はサッカーはそん  う くは い もしれ いんです ど、  速く ですね、運 靴で陸  の大

    100m  11 秒 ロだ たの 公式記録 残  い す。そのとき 中 先生 、「お前、 し  い

  、速さだ 鍛えろ」    れたの すごく覚え  す。い  社の   や   す ど、自分の得意 

ことだ 鍛えた ものすごくビジネ    たりし い す。  70 点と 65 点 取 よりも、1 つだ 130 点

  い取  、それ 突き詰  いく。そこ 注力す こと い  大事 ということ 感じ い す。 社で結

果  すた  は、得意 ことだ 伸ばし 点 取 というのも一つの 法だと思   す。も とも と鍛え 

れたの    思   す ど、それは社 人    一生懸命鍛え い す。 

あともう一つは、い の若い人たち み いい と思うのは、私のころはちょ と悪いやつ   こいいみた

い 時 だ たんです ど、い  ポーツ  もバカ じ  奴   こいい時  んですよね。大谷  や

イ ロー   そうです。 い訳 もしれ いです ど、ああいう真面目 人   こいい  いう時 だ た

 、僕はも と伸びたんだと思   す（ 場笑）。 
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中 ：  さんはい    ーとし 、母校の学校医 され い す。 

 

  ：103  の  と申し す。私は は高 2 の  、1 年早く、医者  りたいという思い 強く り した。

「 ーパー  」で小学校  ず と来たということもあ  、自分で   決  ということ    たところ、

た ん人生で   自分で 択 し した。それ 「   や  」ということでした。サッカー はもちろん好

きでサッカーもやりた  たんです 、1 年早くや  した。それ は く後悔は いんです 、それ モ ベ

ーシ ン    医師  り、好き  臓の研究と臨床 やり   ここ で来 した。いろん ご縁 あり、去

年  附属高校の学校医 させ いただき、そういう意味で恩返し い でき  んじゃ い  と思い す。 

あとは、や た人間 受 入れ いただい    いうこともあり たいですね。はじ 中 先生 挨拶 

行くときはどうしよう と思   キ キし 行 たんです ど、温 く迎え ください した。この前、日本  

のサッカーの   中 先生と 2 人で  行くこと させ いただい 、昔は考え れ   たんです 、本当

 いい経験  り した。こうい た場 参加でき いろん 話 聞  のも たいい と思い す。 

あり とうご い す。 

 

中 ：卒業後も 103  生と飲 機    こうあ たんです ど、  さんは最   受 入れ も え い

た  じゃ いよね（笑）。途中で  した人 受 入れ れ   た同級生 結構いたんじゃ い  と。そ

ん 記憶 あり す。去年あたり 解できたんです ね（笑） 

こん ペー でや   と 在 たどり   いので、ちょ とペー  ッ し いき す。 

 

２．チームからクラブへ－手探りの挑戦（1996～2008） 

◆1996 DUO リーグ創設－大会の位置づけ等でさまざまな議論（105～107 回） 

「アマチュアに引退なし」というお題で書いた文書が出てきました。この言葉も、「迷ったらや

れ」と同じくらいいろんなところで言っています。「高校の部活動を指導しているといろんなところ

に不条理を感じるが、その最たるものが、“最後の大会”が終わった後に迎える“引退”という仕組

みである」。アマチュアに引退はありません。 

右の段落へ行くと「こういった観点から、私の指導する高校のサッカー部では、“引退”という言

葉は決して使わせな

い。代わりの言葉にい

いのはないかと思って

いたら、この間、木村

和司がいいことを言っ

てくれた」。彼は引退

会見で「卒業します」

と言ったんですね。 

こういうことを含

め、アタマの中にいろ

いろあった中の一つが

これなんです。負けれ

ば終わりのノックアウ

ト方式の大会しかない

高校の環境は不健全

だ。高橋さんの話にも
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あった「グッドルーザー」は、負けても次がある環境の中で育まれるのだと。 

そして「ユースサッカーにリーグ戦を」ということになります。 

ここから我々の部は次の段階に入っていきます。DUO リーグのある部活。そして引退なし。3 年の

夏まで「残る」んじゃなくて、その前にやめる人が「やめる」です。 

理念を掲げました。「歯磨き感覚」とか

「引退なし」「補欠ゼロ」というのは、JFA

（日本サッカー協会）の取り組みにアンテナ

を張ってる人ならおわかりだろうと思います

が、グラスルーツのプロジェクトで掲げられ

るスローガンです。実はグラスルーツの担当

者の方々と話をする中で「使っていいです

か」と言われて、「どうぞどうぞ」と。DUO

リーグの理念のほうが先にあったんです。 

これは文化としてのサッカーのあり方で、

当たり前のことです。ぶれない“理念”を掲

げながら“魂”を受け継ぎながらずっとやっ

ていくのだということです。 

1996 年前期が第 1 回 DUO リーグです。理

念を掲げ、近隣の高校やクラブユースの指導

者に話をし、賛同してくれた創設 6 クラブで

スタートしました。今年 100 周年をともに迎

えた都立小石川、そして都立向丘、筑波大

附、京華、昭和一、三菱養和。高体連だけで

なくクラブユース連盟も一緒です。 

各学校と高校サッカーのカレンダーを見

て、4 月から 7 月の間に 9 節ぐらいは取れる、

これなら 10 チームの総当たりができるなと考

えました。「筑波大附(2)」というのは、筑波

大附属から 2 チーム出るということです。103

回生や 104 回生も本日来ていますが、彼らの

ころになかった仕組みが、105 回生が 3 年にな

るときにできました。 

このころは大人たちもよく飲みに行って、

どうすればおもしろくなるかを Face to Face で

ああだこうだ言い合っていました。「DUO リ

ーグ」という名前はそういうところから生ま

れました。前期をやってみて「これおもろい

な、後期もやろう」ということになり、学習

院、豊南、文京区中学生選抜が加わります。

中 3 も秋以降、やっぱり「引退」しているわ

けです。中学の指導者と話をし、その子たち

を高校生のリーグに入れてあげました。ま

た、筑波大学附属と京華はこのころ毎週木曜日に合同練習をしていたので、B チームの連合軍をつく
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って参加します。さらに、1996 年のアトランタ五輪からオーバーエイジが 3 名まで出られるようにな

ったのを「これ使えるな」ということで採用し、DUO リーグでもオーバーエイジをありにしました。

そのおかげで私も時々試合に出られるようになりました。 

持続可能な活動にするためには、ささえる仕事を正当に評価し、ペイすることが必要です。そのた

めに参加費を 1 チームにつき 15,000 円徴収することにしました。これについては当時の部員が噛みつ

いてきました。1 名だけですが（笑）。ミーティングで時間をとって議論しました。「先生、高体連の

大会はただなのに、なんで DUO リーグはお金がかかるんですか」という質問がありましたが、これは

間違いです。高体連は学校からお金が出ているんです。「前期がただだったのに、後期になんでお金

がいるんですか。どこにお金を使うんですか」については、全部説明しました。その部員は理解して

くれましたが、納得はしません。彼らが最後に納得したのは、だいたい 1 チーム 15 人ぐらいです。チ

ームで 15,000 円ということは 1 人 1000 円です。「お前ら 1000 円で 7 試合も楽しめるんやぞ。J リーグ

の試合を見に行ったらなんぼや。映画見に行ったらいくらかかる？ するスポーツとしてのサッカー

って安いやろ」と言ったら、その部員も納得し、彼らの小遣いから徴収しました。 

今日はその部員は来ていませんが、同級生が来ているので、この前後のことをコメントしてもらい

たいと思いますが、その前にもう少し。

 

DUO リーグは筑波大附から 2 チーム出ますが、高体連の大会は 2 チームの連合軍が「ナショナルチ

ーム」として出ます。一方で、3 年生の最後の試合とされていた学習院との定期戦にどんなチームで出

るのかが大きなテーマになりました。「夏までやるのは当たり前で院戦は通過点」なので「ナショナ

ルチームで臨むべきだ」。けど実際は夏の大会前にやめる者もいて「3 年生のメモリアルチーム」とい

う考えも出てきます。こんな議論をするようになったのがこのころです。 
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この文書を書いた 106 回主将の大河原さんと同級生の西片さんがいますので、このころのことにつ

いてのコメントをお願いします。大河原さんはコーチとしても、何代かにわたってみてくれているの

でそのあたり、部活動で学んだことについてもお願いします。 

 

106  生の メント－DUO リー  始  たころ 

大河原：106  の大河原です。DUO リー  始  た 年 は、3 年生で A  ーム、1，2 年生で B  ームの 2

 ームで  い した。    や大    ときは、   ームとし 1・2 年生  人 混   3 年生 

 の A  ームの   あ  、その後で B 戦 あ という構成でした ど、DUO リー で A と B  学年で分

 た ームでや こと    、3 年生の ーム 1・2 年生 み 機  でき 、 戦 どういう ームで  

 という      した背景 あり した。 

環境面で  この頃   た と、単純   の  増え 、ほぼ    ウン でサッカーし い よう

    たというのもあり す。高校生のときはあ り考え れ    たんです ど、その後 ー とし   

 り、その後もず と      せ も   考え と、DUO リー  始  たこと よ  、 レーす  外

の、たとえば審判 す ことだ たり、運営    ことだ たり教え 側だ たり、いろん 側面のところ 経

験す 機  増えたの  と私は思い す。 

 片さんよろしく。 

 

 片： 片です。喋 つもり  い  ここ 来たので振 れ び くりし い す 、DUO リー  始   、

単純 私は嬉し  たです。その頃の私は、い ゆ    ームの補欠 いたり、   ーム   れ いと

き  々あり、  の日 学校 来 も     れ   、どう  というの あ たのです 、DUO リー

  始   必ず     というところで、より   励 こと できたというの あり す。 

大河原さんは高校の ー とし ず と    いくんです 、私も卒業し 理学療法   り、「DUO リー

 トレー ー」 拝命し 運営 も   せ いただき した。    というよりも、DUO リー   学んだこ

とはすごく大きい と思  おり す。 

 

中 ：あり とうご い す。この

ころはいろん ことで話し いの

時間 とり した。時間 あれば

詳しく取り  たいのです 、た

とえば  者      。あ 

   、自分はサッカー   

く い。   や  い も皆の

    張 だ だ  や  

すと   きたとき 、   や

    ミーテ ン  す  

ど、いろいろあり した。一人ひ

とり 大事 す というと大 さ

です 、ここはこだ   い し

たね。それ  の   のだと

思い す。 
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スライドは、JFA 機関誌『JFA 

news』の連載「ユース年代のサッ

カーはいま」の最終回からの引用

です。1997 年 6 月号（156 号）か

ら 1998 年 3 月号（165 号）まで計

8 回にわたって連載し、DUO リー

グからはじまるリーグ構想や筑附

高蹴球部の取り組みなどを紹介し

ました。いまバレーボールやバス

ケットボールでもユースリーグを

やろうとしていますけど、少なく

とも私は、サッカーだけでこれを

完結させるとは全く思っておら

ず、他のスポーツに広げていく構

想を持っていました。たとえばス

ポーツ好きの B 君は、前期はバス

ケットボール、後期はサッカーのリーグに関わるような環境ができればいいなと考えていました。 

「毎日、年中やっているから、障害の発生率が高まるし、施設が足りなくなる」というようなこと

をいろんなところで言っていましたが、なかなか定着しません。いまの DUO リーグもそうですが、試

合数を確保すること、マニュアルやルールだけが伝わり、“理念”や“魂”がなかなか広がっていか

ないもどかしさがあります。 

ということで、ここまで「チームからクラブへ」の中で DUO リーグ創設期の話をしました。 

 

◆1998 校内フットサル大会初開催－「引退なし」をめぐる葛藤・合宿地変更等（108～110 回） 

◆2000 女子部創設・3 部門確立－「クラブ」として成長（111～113 回） 

◆2008 手探りでクラブを活性化－117 回サッカー部の進化（114～117 回） 

「校内フットサル大会」「女子部創設・3 部門確立」。このころが手探りでいろいろチャレンジして

いた時代です。 

106 回生がいた頃の写真で

す。下が 105 回生の写真です

ね。 

フットサル部誕生の契機と

なった「サッカー部員の皆様

へ」という文書があります。

そもそもニーズの違いでし

た。107 回生、先ほどの二人

の 1 学年下のサッカー部員・

鈴木君は、サッカーは好きだ

けど競技志向で続けるのはち

ょっとしんどい。楽しみ志向

でやりたいんだと。先ほどの

横山さんの感覚に近いものか

もしれません。 
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彼はいったんサッカー部をやめて、楽しみ志向のフットサル同好会設立運動に取り組みますが、こ

の運動は広がらないまま頓挫します。当時はフットサルというスポーツが生まれたころでした。改め

てサッカー部のミーティングに来て、「プレイ志向でフットサルを楽しめる部門を作りませんか」と

提案したときの文書です。「ニーズの違いを受け入れてほしい」という主張です。 

この背景には、106 回生のころにあった部員資格をめぐる議論がありました。サッカー部はそもそも

サッカー（Football）が大好きな人たちが集まる場であるはず。それならば競技志向であってもプレイ

志向であっても受け入れていいじゃないか

ということです。熱い議論を経て、最終的

には受け入れることになり、サッカー部の

中に「フットサル部門」ができました。 

けど、できはしたけどメンバーはほとん

どいません。そこに 1998 年 FIFA ワールド

カップ・フランス大会に日本が初出場し、

昼休みサッカー人口が激増するできごとが

起こります。これを組織化して「桐陰フッ

トサルワールドカップ」が開かれました。

昼休みのフットサル大会で、いまも続いて

います。 
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今日は高校 2 年生と 1 年生も来ていますが、

ついこないだまで彼らが運営してコート面で行

われていました。写真はグラウンドで盛大に行

われていたころのものです。Teachers が優勝し

たこともありました。 

 そんなことをやっていたのが 108 回生前後の

部員です。このころのサッカー部は「夏までや

るのが当たり前」だったのですが、いつの時代

も悩める高校 3 年生です。108 回生で夏までや

ったのは〇印のついている 2 名だけでした。 

 

事前アンケートの中で 108 回生の白根さん、

いまはアーティスととして活躍され、保持さん

とともに今夏の蹴球部「親子勉強会」で話をし

てくれた方ですが、当時「暗病反男と言われて

いた」という言葉がありました（補足①参

照）。卒業生は見たことがあると思いますが、

ミーティングなどでこの「明言素と暗病反」を

配り、忙しい、疲れた、難しいというような言

葉を使ったらあかん。勢いの出る言葉を使おう

と言っていました。「幸福を生み出す心」も同

じく部活で配り、こういう言葉で互いに言葉を

かけ合おうと言っていました。 

 

 

 

 

もう少し進めてから 111 回の話に行きますね。 

110 回生は全部で 11 人です。プレイ志向の部門ができたので、そちらに流れていったのです。競技

志向の部員は、2 学年で 11 人しかいません。こんな状況で「曜日制部員制度」を導入し、顧問が職員

会議のため練習に出られない「月曜部員」を募集しました。「サッカー部はいま部員 12 人で大変困っ

ています。お願いします。少しでも興味のある方、見学だけでも構いません。お近くの部員まで気軽

に声をかけてください」とあります。けど、なかなか増えませんでした。 
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その次の学年が 111 回生で、サッカー部

に熱い連中が大勢入部し、女子部員も 5 名

入部します。女子は翌年も 5 名入部し、フ

ットサルのゲームができるようになり、い

まに至ります。フットサルマガジン『ピヴ

ォ』でも紹介されました。このころは日韓

共催の 2002 年 FIFA ワールドカップへ向け

てサッカー界全体が非常に盛り上がってい

た時期です。 

そして筑波大学附属高校蹴球部も次の段

階へ向かいます。3 部門をまとめるクラブ

長を置き、多様な取り組みを開始します。 

111 回生卒業アルバムの写真の中で、〇

で囲った金髪のお兄さんが本日、UAE のド

バイから駆け付けてくれた初代クラブ長の

小野塚さんです。2002 年のワールドカップ

へ向けて、JFA の Kick Together 事業に応募

して休日にフットサル大会を企画したり、

パブリックビューイングをやってみたり、

いろんな企画をしましたね。広報誌も作っ

ていました。同期のサッカー部主将も来て

います。 

まずは小野塚さんからお願いします。 

 

111  生の メント 

小野 ：111  卒業の小野 と申し す。 

       学んだ というテーマ つい 、卒業生 ン ート 記入し   、 た他の人 書 れたも

の 読み   思 たのは、白根先

輩の ン ート 答 もあり した

 、やはり精神   ところ すごく

 い  と思  い す。  強く持

つことや、辛く  た時 どう判 す 

 といいうよう ことです。 

ただ、先ほどの  さんのお話 お

聞きし   思 たのは、例えば ポ

ーツ  すごく魅惑・魅了され ところ

 あり す。でもそれ     じゃ

 く  ポーツの話だと思い す。精

神   ものも、   で いと得 

れ いものだ たの ということ 、話

 お聞きし   ず と考え い し

た。では ぜ    の と振り返 
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たとき 、例えば僕 の世 であれば、学校外の    ーム 行くことも 択肢とし はあ たと思い す。た

だ、    ーム 行く は、そこのセ シ ン 受   力 求  れ す。それ 対し    では、う く

 く も自分の気持ちさえあればそこででき という、受 皿  要素 非常 大き  たと思い す。そこ 

先生 ご説明された「   」というところ も繋   き す。先ほど    いた レイ志向のフットサル 

 。競 志向では い人たちとも一緒 過ごせ 場だ たりす   です。 

「   」という  ットフォームは、僕たち 111   入 たとき 自分たちで考えたものでは くあり せん。

先輩たち 先生のもとでいろいろと考え きたこと 、た た 僕たちの のところでより組織 し、   広

  いくこと 繋  たのだと考え す。 

そのとき 先生  ご指 いただいたの 、   属し い 人たちだ じゃ く 、サッカー 好きだと思

  い 人たちはみん 、 念  は   のメンバー、仲間 んだということです。   のところと重 りつ

つ、もうちょ と拡張  感じで、サッカー 好き 人たちの受 皿とし    というもの   しやすいよう 

組織 し いき しょうという流れだ たんですね。 

精神     学んだ というところ あり した ど、もう少し派生し    で  学  ということ つ

い は、仲間 取り込んで、その人たちとどう一緒   し いく  取り組 たのは貴重でした。例えば、サ

ッカー でサッカー や   す、   で走  い すだ で く、その枠 入  いよう 経験 、   の

  とし できたことは素晴 し  たと思い す。 

  ー だ たのは、やはり      されたということです。これもい  メントしたこと 通じ もの 

あり す。  の  だ たの 井 円さん、卒業 ルバム 段の右  2 人目の 性です 、彼  筆頭

 他のメンバーも、「     いの  作ればいいじゃ い 」と、つく  し い した。 

先生 先ほど  れた ール カッ のパ リッ ビ ーイン も、「や  みた ええやん」と。高校生 の

で  自分たちででき   では く、先生 つい いただいたりし   、あ 先生 激怒されたこともあり 

した ど、そうい たご指  いただき   や  み こと できたのも、一つの経験とし 、学んだこと 大

き  た と感じ い す。 

 

中 ：同期のサッカー  将大澤さんもお れ す。どうでしょう   

 

大澤：111  の大澤と申し す。小野 くん いろいろ話し くれ した ど、僕は 然そん こと考え  く

 、ただひたす  ちたい、負 たく い、も とう く りたい  いう気持ちだ でず とや  い した。「小

野 もそん ごちゃごちゃや   いで、早く  ン    、走  ボール れよ」とず と思  い した。20

年経  、「小野 はこん  いろん こと 考え や  たの 」というの い 知  、久し り 来 よ 

 た と思  おり す。あり とうご い す。 

 

中 ：これは、111    112           りしたときのサッカー   の広報誌です。こういうもの 

 期  つく   校生  配  いたの このころです。「校 のフットボール 盛り  よう」と、いろいろ

や  い したね。 

続  す。 
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◆メディアでの紹介 

この頃、DUO リーグやサッカークラブのことが

新聞に何度か取り上げられました。読売新聞の記事

には、競技志向のサッカー部、当時「アスリート部

門」と言っていましたけど、そこからフットサル部

門に移って活動を続けた部員のインタビューが載っ

ています。日経新聞の記事は反響が大きく、いろん

なところから問い合わせや連絡をもらいました。 

校内フットサル大会も朝日新聞で取り上げられま

した。ワールドカップの出場国名でやった時の記事

です。また『サッカークリニック』（2003 年 5 月

号）には私のインタビューが掲載されました。 
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◆U-18 フットサルへの取り組み 

フットサルのほうも、このころ動き

出しました。私は東京都サッカー協会

フットサル委員会の創設期からのメン

バーで、ユース年代をずっと担当して

います。2001 年夏に、全国初の U-18

公認フットサル大会をはじめました。

いまでは全国に広がる大会の起点と言

えるでしょう。本校体育館はフットサ

ルの聖地となっています。 

一方、女子部門もこの頃から公式大

会に出るようになりますが、高校生年

代の大会はなく、大人の大会に出させ

てもらっていました。相手は大人です

からボロ負けの連続です。初めて公式

戦で勝利したのが 2004 年 3 月の第 4

回東京都女子フットサル大会です。相

手はハロー!プロジェクトの芸能人チ

ームでした。 

高校生年代の大会がなかった彼女た

ちは、だいぶ後の話となりますが 118

回生のときに、他校に呼びかけて自分

たちで女子高生大会をつくりました。

いまも 5 月に「高校生女子フットサル

チャンピオンシップ」という名前で続

いています。高校 3 年生が活動に区切

りをつける大会を自分たちで主催して

います。ただこの大会も、立ち上げの

ころはよかったのですが、途中から大

人への依存傾向が強まり、自分たちで

やろうとしない数年間がありました。

コロナ前からみられた傾向です。 

 

◆卒業生とのつながり 

蹴球部創部 80 周年の 2004 年に、卒

業生の組織である桐窓サッカー俱楽部

からシュート板が寄贈されました。 

114～116 回生の 2005 年夏合宿は、

3 年生もフルに参加しました。そこに

111 回生の女子部創設メンバーも OG

として来てくれました。卒業生がいろ

んな活動に関わってくれる風土が、こ

の部には昔からあります。 
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◆グラウンドの芝生化？ 

それから、半分遊びではありますが、グラウ

ンドの芝生化にも少しだけ挑戦してみました。

JFA のグラウンド芝生化プロジェクトの方を知

人経由でご紹介いただき、畳一畳分ぐらい、国

立競技場と同じティフトンという芝生をしばら

く育てていました。毎日水をやり、伸びてきた

ら散髪し。けっこういい感じになってきたけ

ど、夏の終わりにちょっと油断していると、あ

っという間になくなっちゃいました。 

ここに写ってる 116 回サッカー部主将が本日

来てくれています。彼は高校生のころ、DUO

リーグ会議、大人の会議に、高校生オブザーバ

ーとして毎回参加していました。高校生の参加

を呼びかけてはいましたが、ほぼすべて参加し

たのは彼だけですね。114 回生のころに総合的

な学習の時間がはじまり、本校では 3 年時に

「金曜スタディ」の名称で取り組み、卒業論文

的なものを書くようになりましたが、彼は

DUO リーグをテーマにまとめました。 

柳井さん、コメントをお願いします。 

 

116  生の メント 

柳井：116  の柳井です。僕 は 113  生  い 

 競 志向の強い、い ゆ サッカー ーム ぽい

雰囲気だ たんだろう ということ 、先輩 の話 

お聞きし、 た後輩たちの話  も感じ い す。

先ほどの「  で残 」話で うと、僕 の学年は

10 人い した ど  その  や  い した。本

当 サッカー   く ろう、 とうと思い   や

  いた年   と思い す。 

DUO    参加させ も い、僕も非常 勉強

  り したし、DUO リー  はすごく い距離で

い した。僕 は   DUO リー で優 したん

です ど、配 れた年  それ 書い  い  こ

とだ 、 満とし 先生 申し   おきたい と

思  おり す（ 場笑）。 

   で学んだことでは、自分 サッカー 一所懸命やり、サッカー の中で一所懸命  し 存在感  

し いくと、「じゃあお えちょ と DUO   参加し み  」という話   たりし す。芝生のお話もそうで、こ

ういうところ 呼んでいただ  よう  り す。僕は大学も  大学で    所属させ も い した ど、

そこで一所懸命や  きたことで、い     も「お えい  や  んの」と   も え す。 ポーツ 一
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所懸命や  きたこと 他の場面 も繋   いくのは非常 あり たいと思  い す。た た 場所  

  でした ど、 ポーツ 通じ 学んできたこと  と思  い す。 

本当 「金     」含  いろん 場面で、サッカーだ じゃ い面白いこと や せ いただいた 3 年間

だ た と思い す。 

 

中 ：あり とうご い す。この学校では 5 年 1    い      く ので、  学年とは    外

でもいろん 形で   こと    た と思  い す。 

 

３．校内的な承認以降－安定と停滞（2009～24） 

116 回の次の学年が 117 回。先ほどのスライドにもありましたけど、当初は完全に「サル」でした。

その彼らが 3 年間で「人間」に成長したということを、彼ら自身が自覚した学年だったと思います。 

学校の正式な卒業式後にサッカー部で卒業式をやるんですけど、その中で 117 回のある卒業生が、

「先生、サルだった僕たちを人間にしてくれてありがとうございました」と言って卒業していったの

を強く覚えています。 

その次の学年からなんです。時代の節目ははっきり見えるものではない、むしろ曖昧なものだろう

と思います。少しずつ少しずつ、いろんなことが変わっていったのでしょうけど、もし節目として設

けるなら、校内的な承認、これを 117 回生たちが頑張って求めたあたりかなと思います。 

それまで校内的には、サッカー部の中に競技志向のアスリート部門と、プレイ志向のフットサル部

門、女子部門があるという形でした。各部門は承認された部ではないので、実質的な顧問は私だけで

す。ちゃんと承認してもらえるとさまざまなメ

リットがあるということで、フットサルも正式

な部になり、女子も部として自立し、各部に顧

問がつくようになりました。校内向けの話では

ありますが、そういうメリットを考えた 117 回

生たちが頑張ったのはたしかです。 

そのころはよかったんです。けど何でもそう

ですが、「あるのが当たり前」になってくると

依存傾向が強くなり、徐々に様子が変わってき

ます。その先はスライドにあるとおりです。私

自身もおっさんになってきて、生徒との距離感

を感じるようになったのもあると思います。 

ここから先のことを駆け足で見ていきたいと思います。 
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◆チャリティフットボール 

こんなこともやってたんですね。けど、こちらが主導です。生徒たちがこういうことを思いつくこ

とはありません。東日本大震災のときのことです。春休みの部活はできなくなったんだけど、4 月 3 日

から活動できるようになり、初日のイベントには卒業生が大勢集まりました。1 日で 20 万円の寄付が

集まり、被災地支援の NPO に寄付しました。チャリティーフットボールはその後も何度かやっていま

す。2014 年 8 月には豊島区の NPO と連携して、被災地の中学生を招待してサッカーをやりました。彼

らの校庭には仮設住宅が建っているのでサッカーができない状況だったんですね。123、124、125 回生

になる学年がいたころの話です。 

これは合宿の様子です。3 部門が集まってかなりにぎやかです。2015 年夏合宿の右端は、フットサ

ルや女子の部門をみてくれている速水先生ですね。 

  

 

◆校外ラン禁止？ 

こんなものも出てきました。2015

年度「ねずみ坂使用に関する基本方

針」という文書です。主将責任者会

議名で出ています。ねずみ坂という

のは学校の近くにあるいい坂で、各

部がトレーニングでよく使わせても

らっています。サッカー部は週 20 本

走らないと週末の試合に出られない

ので、空き時間をみつけてよく走っ

ていました。この文書の最初のとこ

ろを読み上げると、「昨年、通行人

に迷惑をかけたことにより使用禁止

となっていた」とあります。「同じ

過ちを犯さぬよう、以下の基本方針

を確認する」ということで、全ての部活動の主将責任者会議で合意したものです。 

実は 2011 年度にも「校外ラン禁止」がありました。全く同じ理由です。学校外の公道を走っていた

ある部の生徒が通行人と接触し、その場で「ごめんなさい」を言えばいいのに言わずにいなくなっ

た。「けしからん！」という通報が学校にあり、それを機に校外ランができなくなった事件です。 

120 回のクラブ長兼主将責任者会議の長をやっていた平塚大輝くんがルール作りに力を注ぎ、何とか

校外ランができるようになったのですが、また再発したというのが 2015 年度の文書です。生徒の変化
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はもちろん感じますが、同時にこのころから、学校や部活動に対する社会の眼差しの変化があること

を感じます。コミュニケーションの質の変化。その場で怒られておしまいにはならないんです。ぶつ

かられた方もその場では何も言わず、学校に通報する。SNS が出てくるより前にあったことです。 

生徒の側からすると、怒られそうなことは先回りしてもうしない。だんだん小粒になっていった時

代と言えるでしょうか。121 回の遠山さん、いかがでしょう。 

 

120   の メント 

遠 ：121  の遠 と申し す。校外 ンのことで うと、一つ の平 さん すごい んば  復 させたと

いう話は聞い い した。当時は校外 ン でき よう   たんです ど、すごい努力されたんだ と   

思い した。 

   で学んだことは、自分の中では「周り みろ」と  れたこと い  生き い   と思い す。 

 の中でサッカーとし 周り   だ で く、普段の  のときでも、 の  これだ   ーン 準備したり

ボール用意したりということ あ んです ど、その中でお い    誰も   いこと あ た時 、周り

の人   しようとし い の 、自分 い   す こと 求  れ い の  考え くせ つ  いただ

いた と思  い す。 

あと、自分とし は「  た やれ」という 葉は、その当時は、    の  でや んだろうと思 たりはし

たんです ど、い     思うと、      いだ た や た  いいと思  い す。自分自身、理系の

大学 で   で行  、就職 決     式 で行 たんです ど、博  取ろう どう   たとき 

は、これ本当 んです ど、「  た やれ」  いう 葉 頭 浮 んでき 、   辞 し 博   学し

 、い 研究 携   い す。自分 研究者    ん 思  もみ   たんです ど、思い返し み と

高校時    れ いたこと、考え 癖  いうの い  生き い んだと思い す。 

 

中 ：あり とうご い す。この頃の高校生  はもう 1 人い す。い マイ  持  あちこち   くれ 

い 皆川さんは、サッカー ではあり せん 122  の卒業生です。 

 

皆川：122  の皆川です。私は中学校     入  中学は陸  で、その頃熱血の  の先生 い  

しゃい し 、つ い   あ  もや  いたこと 思い すと、い あ    序の口  え という 歯 

食いしば  や た経験 今 生き い  と思   す。    フ ジカル  つ いこと  大人   

と いと思うんです ど、その頃の思い 

 バネ い 頑張れ   と思い す。あ

り とうご い す。 

 

中 ：いき りの無茶 りです  メントあ

り とうご い した。 

 

◆近年の話題 

このあたりになってくるともう最近

の話になってきます。 

2018 年 1 月の第 5 回東京都女子ユー

スフットサルフェスティバルが、東京

中日スポーツで取り上げられました。

冠スポンサーとして SHIBUYA109 が付
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いてくれたころです。U-18 女子大会がとても華やかに

展開されていましたが、この後、コロナになり、冠ス

ポンサーも離れてしまいます。 

それどころか活動できない時代があって、湘南高校

との定期戦はオンラインのみ。それがようやく 4 年ぶ

りに再開。そして波崎の合宿は夏ではなく春に開催。

春合宿には、鹿島アントラーズで働く 2 人の OB が来て

くれました。 

  

 

復活した校内フットサル大会は、コート面でや

っています。夏の陣と秋の陣。ギャラリーはいっ

ぱい集まってくれるんだけど、1 面だけなので出

場チームは限られます。ついこの間終わった大会

の様子です。高校 2 年生は昨日まで修学旅行で沖

縄に行っていましたが、修学旅行前の決勝戦の様

子です。 

この企画運営をした現クラブ長が来ています。

部活動で学んだことを言えるような立場にはない

と思うけど、ここまでの先輩の話を聞いての感想

を聞かせてもらいたいと思います。 

 

 役高校生の メント 

志村：い 高校 2 年生で、順調 い ば 134  卒業と  志村です。僕 高校の  で学んだこととし は、

や ぱり つ楽しさです。 力で遊んだ結果、     いうのは、非常 大き  た と思  い す。僕は

フットサル  所属し い んです ど同じ学年の   い く 高校 2 年生は僕 1 人です。この  イ は

今年の 2 3 月の大 で、1 つ の先輩と一緒  場した大 で、   東京都の高校の中で優 す こと

 でき した。当時僕は 1 年生 1 人だ で、先輩  と つい いくという 況だ たんです ど、ここで  

  力で   取り組 、 力で楽し こと  感でき した。僕 フットサル  入 たのは、競 志向とい
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うよりもどち  というと レー 楽し こと 目標 

し 入 たんです 、楽しんで結果も伴  きたの

 、自分の中でいい経験   たと思い す。 

   りし 僕  将    、い  ームでは

「楽しんで つ」という目標 掲  い す。や ぱり

楽しんで  や  し いと、   取り組んでい 

こと  感でき いという 、楽しく レイし   た

ときの喜びは非常 大きいもの あ と思い す。そ

れ 1 年生と共有し でき よう 、楽しみ   頑

張  いきたいです。 

 

中 ：あり とうご い す。その 1 年生 隣 い 

のでひと 。 

 

中川：1 年生の中川です。い 志村さん 「楽しく つ」  いうこと    くれたんです ど、 際 今年の

11 月 4 日    あ  、そこでも 際 みん で頑張  、楽しく   ということ できたので、その  

 1、2 年生だ の   の  だ たので、そこで記憶 残 よう 結果  せた  いう 、そういう楽し

み  できた  いうの すごく   たです。これ  も楽しくフットサルや  楽しく つこと できた いい

 と思  い す。 

 

中 ：最 の様  写真で少しだ 。11 月 3 日 本校 育館で行 れた U-18   フットサルリー の様 

です。11 月 17 日 は  ウン で、新人戦の 区大  あり した。黄色  フォームの  大附は 11 人い

 す 、対戦相 の都 高校は 7 人し い せん。   の危機は身  ところ 来 い す。聞くところ 

よ と、この学校の野   は 1 人だそうです。 

 

クロージング 

◆演者からのコメント 

中 ： だい 時間も経過し した。 だ だいろいろあ んです 、ここ での話 聞い 、高 さん、  さ

ん  感想 ど いただ た  と思い す。い  でしょう 。 

 

高 ：や ぱり  は学 こと すごく いですね。私も 年のよう 、高校の OB  のよう ところ 参加す

 と、温 差 あ こと 感じ す。私は最 の人は異星人とし 理解し い す。息 であろうと く理解 

でき 存在では いという前提で捉え  す。 

聞い い と、一つの   対し も く違う思いと 、 く違う考え  持  い 。振り返  み と、お

 えそん こと考え たの 、と ですね。でもそういう人たちで生き いくとき 、この非日常の夢中の場  

いうのは、 た組織  され  い 分、生身でモロ  つ    んで  いうところで、いい鍛錬の場  

  い んじゃ い  と思い す。イギリ の ポーツでも、ミ ルマネジメント育成のた の非常 重要 場

    い したので、日本の  もそれ 準じた役割 果たし 、それぞれ 大き 収穫 得 い んだ と

いう印象です。 

自分自身 振り返  み と、  のことし 覚え  い もしれ いですね。中学、高校、大学も もしれ

 せん。 
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中 ：  さんどうぞ 

 

  ：卒業生の 々 いろん お話 聞い 、考えさせ れ ととも 、私 学 ことも   た 思  い 

す。     、 は社 学事典 も  く 学術用語とし 使 れ んです。 でそう の というと、 ポー

ツだ で く、     いた ところ あ こと 皆さん気付くと思うんです。繁華街の   もあり す。 ポ

ーツだ ではあり せん。サロン 2000 の「サロン」  いう集団も、社  と  重要視され んですね。 

 ぜ というと、そこで扱 れ 話と 、あとは人々の 係性というのは、人間 作 集団の中でも非常 

公共  意味 持  い 。自由    でき と 、自由 やり取り でき 場で、こういう場は意外   

 たりす んだ ど、そういう機能    やサロン 持  いたと。 

     結局   の  す 場所だと思 たとき 、小学校でもバ  ットボール   と サッカーの

     あ し、中学校でも   という   の   あ し、今 特 注目し いた高校の   ですよ

ね。小学生 作    、中学生 作    、高校生 作    とあ  、   の質は高   いくと思う

んです ど、 さ 、高校生 作      こん こともでき んだということ すごく感じ した。 

中 先生 つ  くれた膨大 資料の中で、例えば「鈴 さん  の提案 サッカー  の皆様 」  いう

のも、自分はこういう    作りたい  いうの 意思 明し、それ   しようとしたりし い す。 た、校

 フットサル大  運営す というのも、先ほど私 お話した、自分たちのた だ じゃ く 、みん のた  

  よう こと す 。原点は、自分 遊びたい、楽しいこと したいということです れども、そうや  学校と

 他の人のた  と繋   いくの いい    んだとしたとき 、附属高校の、高校生 作    という

のは、モ ル   よう    だと思い す。「   」  名前 つい い す ど、    んだ というの

 すごく感じ い ところです。 

こういう    あ んだというの 、研究者の 場  す と、も とも といろん ところ  信され いく

といい と感じ した。 

 

◆中塚義実 

中塚：ありがとうございます。残り時間がなくなってきましたけど、皆さんの手元にお配りした配布

資料の最終ページのスライドだけ、駆け足ですが今日のまとめとしてみておきたいと思います。 
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私が着任した当時からみると、サッカー界は大きく変わり、生徒もずいぶん変わってきました。 

学校の様子も変わってきました。はじめのころはただ「自由な校風」と言っていました。「教科指

導に専念できる」と思って都立高校から異動してきた先生も多かったです。「生徒指導はしなくてい

い」と言い切る教師もいました。教科王国、学級王国、学校行事は生徒部の担当者任せ、部活動はほ

ったらかし…。着任したころは多くの部活がこんな感じでした。その分、自由度はすごくあったのか

もしれません。卒業生との非常に濃いパイプで、100 年のうち 70 年ぐらい続いてきました。 

1990 年前後に、「自由な校風」に自主・自律をつけて「自主・自律・自由」と言うようになりまし

た。附属学校の存在意義が問われるようになり、国立大学は法人化します。働き方改革やコロナ禍も

ありました。 

38 年間を振り返ると、最初の頃はすごくいい加減だったけど、それなりにバランスが取れていたの

かもしれません。教員の方も、やりたい人がやりたいところで力を発揮していたのだと思います。逆

に言うと、やりたくない人はやらない自由があったのではないか。それを皆で応分に負担しようとし

て、やりたくない人までも駆り出され、元々やりたくないから「ここまでなら」という線引きをする

ようになり、そのためのルールやマニュアルがどんどん詳細になり、ルールやマニュアルが全てにな

って自由が奪われる。少し抽象的ですが、皆さんの現場にも当てはまるのではないでしょうか。 

「働き方改革」や「コロナ禍」が追い打ちをかけ、今後が心配です。 

社会も生徒も私自身も大きく変化しましたけど、言ってることややってることは基本的には変わり

ません。ホームルームや学校行事、授業の中では「多数決は禁止」だし、「当たり前の事をさりげな

く」と言い続けます。これは「勝負どころで爆発しよう」とワンセットです。 

配布したもう一つの資料には、ホームルームの生徒向けに言ってきたことをまとめました。「当事

者意識」という言葉をよく使います。お客さんいらん、批評家もいらん、優先順位付けろ。これらに

加えて部活動で最初の頃に言っていたのは、「声出せ、走れ、当たれ」だけです。周りを見ろ、予

測、もっとやれ、迷ったらやれ、それから「楽な道と難しい道があったら難しい道を選べよ」という

ことも言いました。いまでもずっと伝えていることですが、ここ 10 年、表現が少し変わっています。 

「サンマや」「ちゃんとしゃべれ」「聞け」「フェイストゥフェイスや」「曖昧にするな」「やり

切れ」「ちゃんと遊べ」… 

言われたことはきちんとやるし素直ですが、コミュニケーションの質と量が大きく変わり、ソーゾ

ー力（想像力、創造力）欠如、自分で決断できない、迷ったらやらない。タイパ、コスパ重視で楽な

方を選択… 
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これは生徒だけじゃなくて教員も同様

です。だけど、これをやらないと働き方

改革にならないのも確かです。 

遊びが下手くそ、このままでは… 

長期的な視野で教育のあり方を考え、

行動していきたいなと、改めていま思っ

ています。 

“遊び心”が全ての始まりです。 

本気の遊びが人を育て、社会を育てる 

ということで 2 時間半、結局ノンスト

ップになってしまいましたが、一旦締め

たいと思います。 

最後に、今回のシンポジウムにご後援

いただいた桐窓サッカー倶楽部会長の菅

原さんがお越しいただいていますので、

ひと言ご挨拶をいただければと思います。 

 

菅原：菅原です。よろしくお願いし す。先生あり とうご い した。ご苦労さ でした。 

    興味深い話 あり とうご い した。  のあり もそう んです 、OB  のあり  真剣 考

え いき す。  でよろしいでしょう 。 

 

中 ：あり とうご い した。日本   学  もご後援いただい い す。  の神谷先生は ン インで 

ご参加でした 途中で  されたようです。 

  で締 たいと思い す。高 さん、  さんは、この後の懇親 も大丈夫ですよね。では同じ場所で、

今 は飲み食いし   、もう少し  くりと話 できれば と思い す。 

ご登壇くださ た高 さん、  さん、そし ご参加くださ た皆さん、あり とうご い した。 

 

注）第 2 部の資料・写真等は、出典・提供者が明記されているものを除いて中塚義実所蔵・提供。 
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補 ① 108  生：白根昌 氏の事前 ン ートより 

◆高校時代の部活動を通じて身につけた思考や行動が、今も役に立っていると感じることはあります

か。それはどんなときですか。 

と も役    い す。 しろ，私の人間形成は高校時 の   だ た。と，そのエピソー  社   

 話す機   いです。そし ，その感想は，「  の 念 超え  (笑)」というもの  いこと  き す。 

印象  のものとし は，「自分  と自由の違い」 の と思惟し す。 

中 先生の指  針は，具   戦術 逐一教え，型 嵌  ことは   たのです （  大式 C 点は

今でも覚え い す。）と  く，    つ れば「その場で話し え 」という  イルでした。そし あ 日

突然  解決 つ   難解 ヒントと   葉 教え も い， ーム 止揚し いく。という ロセ  踏ん

でいたのだと思い す。それは，「(あ 程 )自由  レーし いい ど，（ ーム の）自分の レー 責  

持ち，そし （仲間と）  し    展させよ。」と い換え れ の と思い す。これは， 在「答えの い

   解く」こと   とされ い 時  おい も，と も貴重 トレー ン だ たのだと思い す。 

私自身は，高校入学当 はサッカーのイロ も   ず自分    レー 「自由 や せ も え い。

 ぜ怒 れ のだ 」と履き違え，し し徐々 マ ーやルール 理解でき，仲間と  し   解決策 ト 

イ ン エ ーで模索す 中で，「自由 す た  は責   い」こと 学び した。 

 在， ーテ  トという自由業 営んでおり す ，高校時 の    通し 「自分  と自由の違い」

 意識でき い  れば，本当 社   は破滅者    し   いた もしれ せん。社  のマ ーや

ルール 尊び， ロジェ トメンバーと  し   ，その で責  持  自分のやりたいこと 自由 や せ

 も う。 葉で書くと当然のことのようです ， 記  要 科目の勉強の中  や大学で，怒 れ   口

酸 ぱく  れ   験の場はあ でしょう   

そう考え と，高校時 の    い  自身の人間形成 役  たの と中 先生 はじ ，108  生

の同級生 感謝いたし す。 

 

◆高校時代の部活動で言われた言葉で、今でも心に残っているキーワードはありますか。それはどん

な言葉ですか。 

二つあり す。両 とも一年生の時（生意気 時）だ たと思い す ， 

・「暗病反男」  

・「サッカー は攻撃と守備時の両  楽観  時と悲観  時 あ 。し し，白根は攻撃の楽観  時し

  レーし い い。それはサッカーの 1／4 だ。」 

し し， 在の私の仕事  し いただく際 は「明 く，し も粘り強く ロジェ ト 取り組 」と時々仰 

 も え こと あり す。ですので，それ 強み の  と思い， 在ではその姿勢で日々仕事 取り組 よ

う し い す。 

  という仕事は，楽しいことだ で く， しろ 8 割く いは苦しいと思うこと  いです ，残りの ず 

  分の喜び 忘れ れず，続  こと でき い す。 た，どうせ  ば苦しいことも楽しもう と明元素漢

とし 振 舞い，周り 盛り  ようと 掛  い す。 

いつの間  記の二つ 克服できたの  （できたの   ）分 り せん ，サッカーと芸術はと も似

 い  と感じ こと  くあり す。 

当然，他 もいろいろあり す ，個人  こととし は 記 2 つ 特 挙  れ す。 
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補 ② 103  生：池 知之氏の事前 ン ートより 

◆高校当時の部活動に対して、もっと改善したほうが良いと思っていたことはありますか。 

質  対す  答では い  メント。親とし 最 の中高生のサッカー生   た結果思うこととし は、

必ずしも  であ 必要は い、であ 。我々世  おい は、特  ーム ポーツ 行う場 は、学校の 

  外の 択肢は少   たた 、   入 の 当たり前、という 極端  えばそれ 外の 択肢 無

  た。対し    おい は、情報もツールも 択肢も く、サッカーのよう メジャー ポーツの場 は 

  外でサッカー す ことは可能であり、その中  どこでどうや    択すれば いと考え 。    

 は学校とセット    い ので、入りやすい、 くの場 授業後 移 も 要、金銭  負 も少 い、 

のメリットはあ 。対し 、学外での ーム 所属す 場 、  のメリットは メリット    、学校 外の人

との交流、自分のレベル、目  あ た ーム 入れ 、 のメリット 存在す 。   し  い特 は注目

 の高い高校   だろう （サッカーのレベルはさ おき）、そもそも一握りの ーム 対象   話であ

 。 ポーツであ        ことは重要 ポイントとし 考え おり、お い 刺激しあえ  ームメンバ

ー い 適切 努力   ば   絡   ーム 所属す ことは大事 ことでは いだろう 。逆 、どう

や  もレギ  ー  、というよう  ーム 所属す ことも成 という側面  す と賛同し くい。  求

   は当人  ではあ  、個人の ーズ あ たもの  べ こと 重要と考え こと  、  であ 

必要は い、と  。 

そう考え と、我々世 の く 経験し い 、   きつい、さぼりたい、という気持ちは非常 時   し

 い 、と感じ 。要は本人 納得し い の 、だと思  い のだ 、納得し い  や され い と  

 い のであれば、好きで始 たこと の お し 話であ 。当時の  は、一生懸命   ほど、きつく 

つ いもの、というイメージ あ たと思う。 しろ、そういう取り組みや姿勢  しいという美学の様 もの あ

 た。きつさの先 こそ、得 れ もの あ 、という精神 であ た。これ 対し、そもそも娯楽や趣味 行う

情報もツールも い中で、好き好んでサッカー やり、且つ 択肢の中   んで ーム 所属し い ので、

姿勢  く違うの   。 利 目指す ーム おい も、非 理 、つ い、大 、きつい、は逆  利 遠

   もの、という理解も広   い 。根性もメン ルも重要だ 、根性 、精神 だ では   い。今もそ

ういう ームはあ  、徐々 敬遠され、   集 り くく   い 。息 二人はそれぞれサッカーレベル

の違う場所でサッカー し きた 、きつい    行きたく い、と 、   さぼ 、という 想  い。 

 さぼ  遊び いく、は ームメンバー も く、そういう 想   のであれば、そもそも辞  し う、そこ

 でし や  く は   いもの、では いの   。100 人 100 人そうだとは え いだろう 、30 年前

と今 比較す と、   その  は起き い 。これは否   意味 いでは く、サッカー   ず、これ

      ポーツのレベル あ  い 根底の一つ あ のでは いだろう と私は感じ い 。これ 加

え、サッカー     えば、も と頻繁 小中高年 で ーム  え れ 移籍の仕組みと風潮 できれ

ば、も と  のレベルは    いくのだろう 、と思  い 。 

これ  附属高校    当 は  とどう思  いたの は酒の席での話 させ ください。今の高校サ

ッカー は、いろん 形の ーム あ  、俺たちの時 より い 、とみ い す。 

最後 、これは完  個人   解であ  、    学と生 集 の 段    い 風潮は と  

 ん  、と思う。サッカーや ポーツ や  いれば、学校、勉強は と   という仕組みは、本来の学校と

いう目   あ り も離れすぎ い い   これは  の嫌 所、ですね。附属高校は当 は   い所

です 。昔も今も 武両道 、目標 掲  れ、美談   のは、それ 簡単 ことでは いことの裏返し 

のだ 、とと え い す。 
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2024.11.16.中 義 

年 1年 2年 3年    のトピッ サッカー・ ポーツ の き（赤字は中  連）

1987 98 97 96 年末   ウン   (附属小で  ) ソウル   場  す

1988 99 98 97

1989 100 99 98 「              」で総   都ベ ト20(?)

1990 101 100 99 W 衛星放送開始（イ リ ）
             準備  1 MTG（10月）

1991 102 101 100 102    3名入 。村    業と 同 W 招致委    （6月）
社団法人日本             （11月）

1992 103 102 101 ﾔﾏ   ﾅﾋ  ｺ    決  56,000人の大観衆 
「はやくはじ れJリー 」

1993 104 103 102   で「坊 戦」はじ  
（京華との 同   このころはじ  ）

Jリー 開幕（5月）
「 ー の悲劇」W  場  す（10月）

1994 105 104 103 W はテレビ観戦（ メリカ）
FIFA 「フットサル」    

1995 106 105 104 「好きだ  や  い     最後 で」
「   しの ポーツ イフ」「3年の 」
桐陰祭で「    唱団」編成。大好評

都高 連    科学研究   （ 2005）
各都道 県FA フットサル委    

1996 107 106 105 DUO     2ﾁ ﾑ参加。「 戦」    大  
保護者  開催( 後 年開催)
  資 の 直し

DUOリー 開幕（1996 2014ﾁ  ﾏ ）
2002年日韓W 決 (5月)／ ト ン   (7月）

1997 108 107 106 フットサル同好   運 ・頓挫 サロン2002  （2014 NPO法人 ）

1998 109 108 107 フットサル    
校 フットサル大  開催

W   場（フ ン )

1999 110 109 108     「高 大 苑」  「 崎」 JFA指 者養成   ・ ﾎ  ﾂ社 学 師( 2012)

2000 111 110 109       （111 生） TFA 催ﾚ       ﾄ ﾙ大 開催（2001年1月）

2001 112 111 110   ﾄ ﾙ   新入  （112 生）
  ﾄ ﾙ  ・     公式戦 参加

TFA 催U-18  ﾄ ﾙ大 開催（8月と1月）

2002 113 112 111   ウン   (2002年4月6日ｵ    )
     生（３  で   躍 ）
W ﾊ      ﾋ ｭ ｲ     企画

W (日韓共催)ベ ト16。  ﾊ      放送

2003 114 113 112    公式戦  利（対ﾊ    ）(2004年3月)
    先生 官記念行事(2004年3月)

U-18東京都 レリー （サッカー）開催（4月）
日本フットボール学   （9月）

2004 115 114 113 東京都U-18公 リー （サッカー）中止 
東京都高 連研究   　　  大学法人 
JFAﾚ     ﾚ ｼ ・ ﾎ  ﾂ社 学 師( 2015)

2005 116 115 114 Ｔリー (都U-18リー )  

2006 117 116 115 「 ンビ 事件」勃 (11月) W  場（ イツ）
「Eリー 」(DUOの      )  

2007 118 117 116 Fリー （フットサル  リー ）開幕（9月）
都U-18  ﾄ ﾙ  ﾚ    開催

2008 119 118 117 ３  の独 ＝校     
　注）フットサルと  は1年  で「同好 」
「DUO    のﾄ      い」→ﾄ    完成（7月）

 1 都U-18  ﾄ ﾙ    （4月）
自 企画の  高生  ﾄ ﾙ大 （12月）
茗友     ﾗ  理事 （2008 17）

2009 120 119 118 フットサルと   「 」と    高 連研究  性 委  （08 19委  ）
　注）2008は 性  ロジェ ト

2010 121 120 119 2011年3月11日 東日本大震災⇒  戦中止 W ベ ト16（  フリカ）
「Eリー 」ﾗ ﾄｼ    。 区ﾄ        DUO直結
  大学   教育の組織(CORE)  

2011 122 121 120 ﾁｬ     ﾄﾎ  ﾙ    開催（4月3日）
「校外 ン」禁止 経 ルール 

 でしこジャパン世 一 
DUO     でU-18リー  つ   
U-18  ﾄ ﾙの   レ大 （12年3月）

2012 123 122 121      ・   都大   都  ﾕ    ﾄ ﾙ・  ﾚ大 （13年3月）
『高校サッカー90年 』 行（7月）

2013 124 123 122 桐陰祭：3  で演劇  戦

2014 125 124 123 校   ﾄ ﾙ大 ・運営面の  際で中止
  陸町 歌津中招待    (8月)
卒業生有志 よ  役支援開始

W （  ジル） 場
 1 JFA 日本U-18  ﾄ ﾙ大 

2015 126 125 124   ウン   
105  来続いた桐陰祭 の団 参加 せず
サッカー は「 ロ  の  ート」

2016 127 126 125 校   ﾄ ﾙ大 再開 U-18  ﾄ ﾙ    ﾁｬ ﾋ ｵ       開催（17年1月）
  大学     120周年

2017 128 127 126 桐陰祭：3  で演劇  戦 日本   学   （12月）
都  ﾕ   「渋谷109」 冠 （2018年1月）

2018 129 128 127 ＜公式戦 場100周年＞ W （ロシ ）ベ ト16
『高校サッカー百年』刊行

2019 130 129 128 校   ﾄ ﾙ大   
2020年3月：  戦中止

自 企画の⾼校⽣⼥⼦ﾌｯﾄｻﾙﾁｬﾝﾋﾟｵﾝｼﾞｯﾌﾟ(5月)

2020 131 130 129
小松俊介

3ヶ月の休校。 ン イン授業 入
   中止 制 付(1年生の入 は7月)
2021年3月：  戦はｵ ﾗｲ 交流のみ

新型 ロ のパン ミッ 
高校総 中止。TOKYO2020延期

2021 132 131 130  ロ 下で くの制 あり
2022年3月：  戦はｵ ﾗｲ 交流のみ

東京で リパ  無観客で開催
WEリー 開幕（9月）

2022 133 132 131 校   ﾄ ﾙ大 再開（2023年1月）
2023年3月：  戦再開／春   施

W （カ ール）ベ ト16。ABEMAで配信

2023 134 133 132   ﾄ ﾙ ・東京都ベ ト4（2024年1月)
＜  100周年記念行事＞2月23日

 ロ の5類移行。After ロ の時  。
東京都U-18    ﾄ ﾙ    開幕
   の 域移行元年

2024 135 134 133  ロ 制 撤廃 高校総 サッカーは福 (男 )、北海道(  )で開催

中
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